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（1）CS（視聴者満足）活動
　2005年度から「CS（視聴者満足）活動」に取
り組んでいる。「視聴者の声」をきちんと受け止
め，それを基に，放送番組や業務の改革・改善を
進め，視聴者サービスのより一層の向上を図って
いる。
　「視聴者の声」を“経営資源”として，意向を
的確に把握し，適切かつ迅速に業務に反映するこ
とに取り組んでいる。主な取り組みは，年 1回発
行する「NHK視聴者ふれあい報告書」などで視
聴者に向けて報告した。
（2）「ターゲット80」活動
　「ターゲット80」は，17年度末の「支払率
80％」達成を目指し，全局体制で営業活動を支援
する公平負担徹底の取り組み。「大都市圏の営業
支援」「地域局の営業支援」「公共放送・受信料制
度の理解促進」を 3本柱としている。大都市圏の
公立小学校で開催した番組参加型視聴者イベント
「NHKコミュニティスクール」，東京・大阪をは
じめ全国で 8本の地域発ドラマを制作・放送，学
生など若年層の理解促進のために立ち上げた初め
てのデジタルコンテンツ「キュン活ほっとらい
ん」の制作，各地の高齢者施設への出張収録番組
『出張！お笑いエンジェル』，地域イベント向け
の理解促進ブース「番組体感ランド」の派遣な
ど，地域局の視聴者活動を支援し，全国の支払率
向上に貢献した。また，公共放送が提供する社会
的価値を視聴者に訴える新たな資材を作成し，視
聴者とのコミュニケーションを強化した。
（3）事業活動
　公共放送NHKだからこそできる多彩な公開番
組やイベントを全国各地で1,795本実施し，899万
人の視聴者との結び付きの強化を図った。イベン
ト参加者へのアンケートでは，イベント満足度は
全国平均で85.6％，NHKの事業活動への理解促進
度は71.6％と，いずれも高位の数値を得た。また，
アンケートの結果を新たなイベントの企画に生か
すPDCAサイクルを推進した。
　地域の要請に応じて全国各地で多彩な全国放送
公開番組を実施したほか，『大河ドラマ』や
『NHKスペシャル』などの番組と連動した展覧
会，海外の有名オーケストラを招へいした公演な
ど，国内外の優れた芸術や文化を紹介する事業に
努め，“ホンモノの魅力”に触れる機会を積極的
に創出した。
　「福祉」「防災」「食料」などの社会的な課題に
応えるキャンペーンや，未来を担う若い世代を対

象としたイベント， 8 Kスーパーハイビジョンの
プロモーションイベント，東日本大震災や熊本地
震の被災者に向けた取り組みを積極的に推進した。
（4）積極的な情報公開の推進と個人情報の適切

な取り扱い
　視聴者への説明責任を果たすために，積極的な
情報公開に努めた。NHKが定める情報公開制度
に基づき，16年度には86件の視聴者による「開示
の求め」に対応した。また，インターネットを活
用した情報提供も充実を図り，放送事業全体につ
いての質問に答えるためにホームページに掲載し
ている「よくある質問集」の内容を随時更新した
ほか，事業や財務等に関する情報もホームページ
上に掲載した。各放送局の窓口等では，60の文書
の備え置きも行っている。（表 1）
　また，個人情報保護法の趣旨を踏まえ，NHK
として，保有する視聴者の個人情報の適切な取り
扱いに努めた。
（5）広報活動
　NHKに対する理解と信頼を高め，放送番組の
視聴促進を図るための広報活動を行った。
　スーパーハイビジョン，テレビ放送のインター
ネット同時配信の検証実験，リオデジャネイロオ
リンピック・パラリンピックのほか，熊本地震な
どについて重点的に広報するとともに，『大河ド
ラマ』『連続テレビ小説』『NHK紅白歌合戦』な
どの番組PRを中心に多彩な広報を展開した。
（6）営業活動
　16年度は， 3か年経営計画の 2年目として営業
改革を着実に進めるなど，放送受信契約の増加と
受信料の確実な収納に全力で取り組んだ。
　より効果的・効率的な営業活動を推進するため，
契約・収納体制については，引き続き法人への委
託を積極的に進めた。併せて，各種法人・団体と
の連携に取り組み，日本郵便株式会社の「住所変
更案内サービス」を活用した「住所変更案内
DM」の運用を強化した。
　なお，民事手続きによる支払督促の申し立てに
ついては，全国で1,009件実施し，これまでの累
計で9,042件の申し立てを行った。その後も支払
いに応じなかった210件については強制執行の申
し立てを行った。未契約者に対する民事訴訟につ
いては，86件提起し累計で264件となった。
　契約総数は，年度内に57万件（有料無料計）増
加し，16年度末の契約総数（有料無料計）は
4,315万件となった。
　衛星契約については，設置確認メッセージの活
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用や契約案内メッセージの全国展開，ケーブルテ
レビ事業者と連携した活動の展開等により，年度
内に73万件（有料無料計）増加し，16年度末の衛
星契約数（有料無料計）は，2,066万件となった。

　口座振替等については，年度内に63万件増加し，
16年度末の利用件数は3,931万件となり，利用率
は，97.5％となった。

公　表　し　て　い　る　主　な　情　報
公　　　表　　　方　　　法

インターネットホームページ 文書の備え置き

経営委員会議事録 ○ ○

理事会議事録 ○ ○

NHK経営計画2015-2017年度 ○ ○

平成24～26年度NHK経営計画 ○ ○

中央放送番組審議会議事録 ○ ○

地方放送番組審議会議事録 ○ ○

国際放送番組審議会議事録 ○ ○

国内番組基準 ○ ○

国際番組基準 ○ ○

業務報告書，監査委員会の意見書 ○ ○

財務諸表，監査委員会の意見書，監査報告書 ○ ○

決算の要約，概要 ○ 　

連結財務諸表，監査報告書 ○ ○

連結決算の要約，概要 ○ 　

日本放送協会定款 ○ ○

収支予算，事業計画及び資金計画 ○ ○

収支予算，事業計画及び資金計画に関する資料 ○ ○

経理規程 ○ ○

役職員の服務準則 ○ ○

役職員の報酬・給与等の支給基準 ○ ○

NHK放送ガイドライン2015 ○ ○

国内放送番組編集の基本計画 ○ ○

国内放送番組編成計画 ○ ○

各地方向け地域放送番組編集計画 ○ ○

国際放送番組編集の基本計画 ○ ○

国際放送番組編成計画 ○ ○

インターネットサービス実施計画 ○ ○

NHKインターネットガイドライン2015 ○ ○

NHKの情報公開のあり方に関する提言 ○ ○

NHK情報公開基準 ○ ○

NHK情報公開規程 ○ ○

NHK個人情報保護方針 ○ ○

NHK個人情報保護規程 ○ ○

報道・著述・学術研究分野に係る個人情報保護規程 ○ ○

NHK情報公開・個人情報保護審議委員会規程 ○ ○

NHK情報公開・個人情報保護対応マニュアル ○ ○

情報公開の実施状況・個人情報開示等の求めへの対応状況 ○ 　

放送受信規約 ○ ○

放送受信料免除基準 ○ ○

業務委託基準 ○ ○

表1　公表の取り組み
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視聴者対応

1．視聴者との窓口

（1）概要
　16年度，全国のNHKに寄せられた視聴者から
の意見や問い合わせは，合わせておよそ407万
9,000件だった。15年度に比べて15万6,000件増加
した。このうち放送への反響は，全国で127万
8,000件だった。視聴者からの問い合わせに迅速
・丁寧に答えるとともに，意見・要望を重要な経
営資源として受け止め，番組制作や事業活動に反
映させることに努めた。

（2）ふれあいセンター（放送）
　ふれあいセンター（放送）では，寄せられた視
聴者の意見・要望をデータ化し，速やかにフィー
ドバックすることで，番組編成や制作現場におけ
る視聴者意向の反映につなげている。16年度にふ
れあいセンター（放送）で受け付けた視聴者から
の意見・要望は，電話が81万6,000件，メールが
17万2,000件などで，合計102万8,000件であった。
　16年度は，経営計画の方針であるインターネッ
トサービスの拡充によって，デジタル関連サービ
スへの問い合わせが増加していることから，専門
要員の対応日数を増やすなど態勢強化を図った。
一方，放送文化研究所や放送技術研究所の代表電
話の交換業務を担うとともに，ふれあいセンター
（営業）の平日夜間の対応時間短縮に伴う夜間営

公　表　し　て　い　る　主　な　情　報
公　　　表　　　方　　　法

インターネットホームページ 文書の備え置き

業務委託契約要領 ○ ○

番組制作の委託取引に関する自主基準 ○ ○

関連団体運営基準 ○ ○

関連団体の業務運営状況調査の結果 ○ ○

関連団体事業活動審査委員会の活動結果 ○ ○

NHKと関連団体との取引 ○ ○

関連団体事業活動審査委員会規程 ○ ○

子会社・関連会社の役員一覧 ○ ○

環境報告書 ○ ○

NHKことしの仕事 ○日本語・英語 ○

デジタル時代のNHK懇談会報告書 ○ ○

NHK“約束”評価報告書 ○ ○

視聴者視点によるNHK評価報告書 ○ ○

NHK第 2次コンプライアンス委員会最終答申 ○ ○

NHK視聴者ふれあい報告書 ○ ○

視聴者対応報告 ○ 　

週刊みなさまの声 ○ 　

「NHK倫理・行動憲章」「行動指針」 ○ ○

日本放送協会報 ○

放送番組表 ○ 　

放送制度等に関するNHK意見 ○ 　

世論調査結果，調査研究成果 ○概要 　

会長・放送総局長会見要旨・資料 ○ 　

報道発表資料 ○ 　

随意契約の適正化 ○ ○

NHK年鑑 ○ ○

放送受信契約数統計要覧 ○ ○

月刊「放送研究と調査」 ○ ○

放送技術研究所「研究年報」 ○日本語・英語 ○

「NHK技研R&D」 ○ ○
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業案件の案内にも一次対応するなど，NHKの全
体窓口としての役割を果たしている。また，コミ
ュニケーターを対象に『リオデジャネイロオリン
ピック・パラリンピック』『NHK紅白歌合戦』「平
成29年度番組改定」など，デジタルサービスに関
する案件や多数の問い合わせが予想される案件に
ついて勉強会を実施し，視聴者対応の品質とスキ
ルの向上を図った。
（3）NHKハートプラザ
　本部・全国各放送局・一部支局の「NHKハー
トプラザ」では，訪れる視聴者からの意見や問い
合わせにスタッフが直接対応している。また，放
送局のハートプラザでは，経営計画や予算・決算
書などの文書を取りそろえ，NHKの情報公開の
窓口としても機能している。
　本部のNHKハートプラザでは，来局者や投書
などへの対応，情報公開の受付，番組公開ライブ
ラリーの利用案内・管理，放送センターの見学・
案内などを担当している。特に，中学・高校生な
どの職場訪問学習を積極的に受け入れていて，若
い世代の視聴者にNHKを理解してもらう上で貴
重な場となっている。16年度は，本部ハートプラ
ザの窓口に 1万300人が訪れ，手紙は 1万1,100通
が寄せられた。

2．視聴者意向の集約と活用

（1）意向の件数と内容
　電話，メール，手紙，FAX，来局で，全国の
放送局に寄せられた16年度の意向件数は407万
9,000件だった。

16年度視聴者意向件数（単位　千件）
（※関連団体への意向件数は含まず）
※内容別内訳

内容

年度

経営
関係

放送
関係

受信料
関係

技術・
受信相談 その他 合計

2016 5 1,278 2,237 71 488 4,079

※受付方法別内訳

区分 電話 投書 来局 ファックス インターネット その他 合計

件数 3,396 107 53 28 459 36 4,079

比率（％） 83.3 2.6 1.3 0.7 11.3 0.8 100

　番組別では，『あさイチ』が 3万2,600件で最も
多く，次いで『NHKニュース　おはよう日本』
に 2万7,200件，『NHKスペシャル』に 2万6,300
件，『ガッテン！』に 2万5,700件，『第67回NHK

紅白歌合戦』に 2万2,500件などの意見・問い合
わせが寄せられた。
（2）意向の集約と周知
　ふれあいセンター（放送）や全国の各放送局に
寄せられた意見・問い合わせなどを集約し，放送
現場や番組編成の参考となるよう，その結果をさ
まざまな形で報告した。
　 1週間ごとに集約する「週刊みなさまの声」で
は，反響が多かった番組や注目すべき番組への主
な意見内容，再放送希望の多い番組などを紹介し
ており，放送番組審議会の資料としても利用され
ている。「週刊みなさまの声」「月刊みなさまの声」
は共に全役職員が閲覧できる視聴者対応システム
にも掲載している。このほか，大きな反響が想定
される番組や案件，経営に関わる案件については，
視聴者意向の特別集約を行い，関係部局に周知し
ている。
　また，08年 4 月の放送法改正で，視聴者からの
苦情を含めた意見に適切かつ迅速に対応し，その
対応結果の概要を経営委員会に報告することが義
務づけられたことに伴い，ふれあいセンターや本
部各部局，全国の各放送局などに寄せられた意見
・苦情などを取りまとめて「視聴者対応報告」を
作成し， 3か月に 1回，理事会で審議決定し，経
営委員会に報告している。
　「週刊みなさまの声」「月刊みなさまの声」は
NHKオンラインに掲載し，視聴者にも公開して
いる。
　さらに，視聴者から寄せられた意見・要望，業
務の改善事例などをまとめた年度報告の「NHK
視聴者ふれあい報告書」を 7月に発行し，NHK
オンラインで公開した。

イベント事業

Ⅰ．全国放送公開番組
（1）地域要請に応じて実施した公開番組
　総合テレビ：73本，Eテレ：25本，BSプレミア
ム：46本，ラジオ第 1：134本，FM：13本，計
291本の公開番組を，地方自治体などの協力を得
ながら実施した。東日本大震災の被災地や関東・
東北豪雨の被災地に公開番組を重点的に配置し
『NHKのど自慢』（3.12，福島県福島市／10.16，
茨城県常総市）等，被災地に元気と笑顔を届けた。
（2）NHKホール・ふれあいホール・NHK大阪

ホールで実施した公開番組
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【定時番組（NHKホール）】
『うたコン』（29本） 7万583人
『シブヤノオト＆NAOMIの部屋』（ 6本）
　 1万5,956人
『ザ少年倶楽部』（13本） 3万6,090人
【定時番組（ふれあいホール）】
『セッション2016』（35本）8,364人
『みんなDEどーもくん！』（23本）4,829人
『ライブビート』（11本）2,582人
【主な定時番組（NHK大阪ホール）】
『うたコン』（ 9本）9,270人
【主な特集番組】
『きらめき歌謡ライブ』（ 8本）
　ふれあいホール1,893人
『  SONGS「10周年スペシャル　DREAMS COME 
TRUE」』
　 4月 5日　NHKホール　2,580人
『今日は一日“アニソン”三昧』
　 4月30日　ふれあいホール　543人
『土曜スタジオパーク　とと姉ちゃんスペシャル』
　 5月14日　ふれあいホール　241人
『スーパープレミアム「AKB48FES2016」』
　 7月14日　NHKホール　2,652人
『熱いぜ！しゃべくり一直線』
　 7月16日　ふれあいホール　229人
『ザ少年倶楽部 in 大阪』
　 7月21日　NHK大阪ホール　1,765人
『NHK東西浪曲大会』
　 7月22日　ニッショーホール　568人
『第46回NHK講談大会』
　 7月23日　ニッショーホール　608人
『第48回　思い出のメロディー』
　 8月 6日　NHKホール　2,670人
『ライブハウス・R－1_プラス』
　 8月24日　ふれあいホール　152人
『NHK音楽祭2016　オープニング・コンサート』
　10月13日　NHKホール　2,461人
『The Covers’ Fes 2016』
　10月19日　NHKホール　2,738人
『平成28年度NHK新人お笑い大賞』
　10月23日　ふれあいホール　220人
『平成28年度NHK新人落語大賞』
　10月24日　ふれあいホール　232人
『リサイタル・ノヴァ』
　11月10日　ふれあいホール　246人
『NHK東西浪曲大会』
　11月19日　NHK大阪ホール　834人
『セッション・トゥナイト』

　11月29日　ふれあいホール　204人
『笑う洋楽展　年末スペシャル2016』
　12月 4 日　ふれあいホール　234人
『わが心の大阪メロディー』
　12月13日　NHK大阪ホール　1,001人
『新春民謡列島2017』
　12月21日　ふれあいホール　230人
『アニソンアカデミー　スペシャル』
　12月24日　ふれあいホール　300人
『第67回NHK紅白歌合戦』
　12月31日　NHKホール　2,153人
『新春おめでた！しゃべくり一直線』
　 1月 2日　ふれあいホール　233人
『ゆうがたパラダイス』
　 2月11日　ふれあいホール　250人
『 第46回日本農業賞　表彰式・日本農業賞記念コ
ンサート』

　 3月12日　NHKホール　2,639人
『ごごウタ』
　 3月17日　ふれあいホール　221人
『NHKのど自慢チャンピオン大会2017』
　 3月20日　NHKホール　2,964人
『今日は一日“失恋ソング”三昧』
　 3月20日　ふれあいホール　189人
（3）外部施設などで実施したNHK単独主催の

公開番組
【主な公開番組】
『歌謡チャリティーコンサート』（ 2本）3,204人
『うたコン』（ 2本）2,591人
このほか『キャンパス寄席』『きらり！えん旅』
や『旅ラジ！』などを実施した。

Ⅱ．公共放送ならではのイベ
ント・キャンペーン

1．NHKハートプロジェクト

　すべての人が共に生きる社会を目指し，NHK
の福祉番組やイベントを取りまとめた福祉キャン
ペーン「NHKハートプロジェクト」を05年度か
ら展開し，公共放送だからこそ可能な福祉への取
り組みを総合的にアピールしている。
（1）NHK歳末たすけあい・NHK海外たすけあい
　12月 1 日から25日まで中央共同募金会（歳末た
すけあい），日本赤十字社（海外たすけあい），
NHK厚生文化事業団と共に実施した。受付は，
全国のNHK各放送局，郵便局，取り扱い標示の
ある金融機関，JA（農協），JF（漁協），共同募
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金会，日本赤十字社など。
　歳末たすけあいは， 4 万31件， 5 億1,083万
6,886円で，各都道府県共同募金会を通じて国内
の障害者や高齢者の支援，被災地支援，虐待防止
などのために役立てられる。海外たすけあいは，
7万6,343件， 6 億3,582万9,119円で，日本赤十字
社を通じて世界各地の紛争，自然災害，病気など
に苦しむ人々のために役立てられる。また，たす
けあいのPRイベントとして，12月 3 日に日本科
学未来館で開催された「NHKサイエンススタジ
アム2016」の中で，『あなたのやさしさを2016』
の公開生放送を実施した。
（2）第21回NHKハート展
　障害のある人がつづった詩に込められた思い
を，各界の著名人やアーティストがハートをモチ
ーフにしたアート作品で表現した「詩とアートの
展覧会」で，94年度から開催している。第21回は
3,387編の詩の応募があった。展覧会は全国11会
場で実施した。入場者 2万968人。
（3）NHKハートフォーラム
　『ハートネットTV　公開すこやか長寿』公開
収録や「認知症」「障害福祉」「発達障害」をテー
マにしたフォーラムを全国20会場で実施した。入
場者6,878人。／主催：NHK各放送局，NHK厚生
文化事業団，開催地自治体ほか
（4）NHKハートスポーツフェスタ
　障害のある人もない人も，スポーツを通じて交
流することでお互いを尊重しあい，心のバリアフ
リーを図る福祉イベントとして，01年度から実施
している。16年度は福島県と大分県の 2会場で実
施した。参加者 1万4,333人。
　また，20年の東京パラリンピック開催に向けて，
より障害者スポーツへの理解とパラリンピックへ
の関心を高めるイベントとして「パラリンピアン
がやってきた！子どもたちとの交流教室」を関東
地域を中心に全国 9つの小学校と特別支援学校で
実施した。種目はブラインドサッカー，ボッチャ，
ゴールボールなど。参加者1,640人。／主催：
NHK各放送局，NHK厚生文化事業団，東京都障
害者スポーツ協会
（5）NHK介護百人一首
　毎年，介護に関わる人々が日々の生活の中で詠
んだ短歌を全国から公募し，100首を選定してい
る。「NHK介護百人一首2017」には， 1万2,108首
の短歌が幅広い世代から寄せられた。
・ Eテレの『ハートネットTV』で「介護百人一
首」の公開収録をNHKふれあいホールで実施
した。入場者231人。

・100首の短歌を収めた作品集を発行。
・ 「介護百人一首2016パネル展」をNHK各放送局
ロビーなど，10会場で開催した。来場者9,335人。

（6）第51回NHK障害福祉賞
　障害のある人や障害のある人を支援する人たち
の体験手記を募集し，優秀作品を表彰した。応募
数は383編。
（7）NHK銀の雫文芸賞2016
　「高齢社会をどう生きるか」をテーマにした文
芸作品を募集し，優秀作品を表彰した。応募数は
741編。
（8）第50回NHK福祉大相撲
　鶴竜，日馬富士，白鵬の 3横綱をはじめとする
人気力士と歌手の歌くらべや横綱に昇進したばか
りの稀勢の里へのインタビュー，幕内取組などを
楽しんでもらうイベントを，17年 2 月11日に国技
館で実施した。入場者4,263人。純益で福祉車両
「福祉相撲号」を購入し，全国の福祉施設・団体
に計 6台を贈呈した。16年度までの贈呈台数は延
べ303台。

2．公共放送キャンペーン

（1）NHK地域のキャンペーン
　公共放送ならではの取り組みとして，これまで
行ってきた「環境」「防災」関連イベントのほか，
13年度からスタートした各放送局単位で地域特有
の社会的な課題やニーズに応える「地域の課題」
関連イベントを実施し，地域における公共放送の
存在感を強くアピールした。
〔地域の課題　関連イベント〕
　「観光推進（インバウンド）」「地域活性化」「熊
本地震・水俣病60年」「子育て支援」「健康増進」
など，各放送局が独自のテーマを設定し，地域放送
を軸にして自治体など公共機関とも連携したイベ
ントを全国12会場で実施した。参加者 1万5,017人。
〔環境　関連イベント〕
　03年度からスタートし，人類共通の課題である
環境をテーマにしたイベントを全国で展開した。
①NHK環境キャンペーン　体験！エコゾーン
　 5月 3 ～ 5 日にNHK放送センターで実施した
「渋谷DEどーも2016」内にコーナーを設けた。
環境に関連した番組のワークショップ，親子で楽
しめる人力発電遊具などのほか，環境問題に取り
組む大学生と連携した体験型のブースを展開し，
楽しみながら環境について考えるきっかけを提供
した（渋谷DEどーも来場者 6万2,813人）。
②地域イベント
　全国11会場で開催。参加者 1万445人。
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〔防災　関連イベント〕
　07年度からスタートし，“いざという時の
NHK”をアピールするとともに，視聴者の防災
意識を高めるイベントを全国で展開した。
①防災パーク2016
　 9 月 1 日の「防災の日」に合わせて， 8月27～
28日にNHK放送センターで開催。Eテレ『学ぼう
BOSAIスペシャルin防災パーク』公開生放送や，
消防・警察の特殊車両の展示や乗車体験，防災に
つながる各種体験（ワークショップ）などを実施
した。来場者 1万3,782人。
②地域イベント
　全国12会場で開催。参加者 1万4,439人。
（2）ふるさとの食　にっぽんの食
　01年度より「日本の食文化の伝承」「地産地消」
「食育」をテーマに全国で展開しているキャンペ
ーン。JAやJFなどと実行委員会を組織し，全国
的に推進している。
①全国フェスティバル
　17年 3 月11～12日にNHK放送センターと代々
木公園で開催。20年の東京オリンピック・パラリ
ンピックの機運醸成のため，「世界へ発信！にっ
ぽんの食ゾーン」コーナー等を展開した。来場者
5万6,880人。
②地域イベント
　全国19会場で開催。参加者 8万4,927人。
③食料フォーラム
　東京都で10月と 2月に開催。入場者818人。
（3）NHK放送タイムトラベル～あの日あのと

き，そして未来へ～
　放送文化研究所や放送博物館，知財センターな
どと連携し，過去の機材や資料，映像を展示する
とともに，放送技術研究所や技術局の協力で最新
の放送技術を紹介する巡回型展示を，全国 5会場
で実施した。入場者数 1万7,015人。

Ⅲ．こども・青少年イベント
（1）おかあさんといっしょファミリーコンサート
①東京公演
　春： 5 月 2 ～ 5 日，秋：11月 3 ～ 6 日，NHK
ホールで実施した。チャリティーの収益金は社会
福祉の向上に役立てた。
　入場者：（春・ 8公演） 2 万5,545人，（秋・ 8
公演） 2万5,166人
②地方公演
　全国11会場（28公演）で実施した。チャリティ
ーの収益金は，さまざまな社会福祉活動に役立て

た。入場者 4万416人。
（2）いないいないばあっ！あつまれ！ワンワン

わんだーらんど
　『いないいないばあっ！』の人気キャラクター
・ワンワンほか出演者たちが，歌や踊りを繰り広
げる番組連動型のステージショー。全国10会場
（26公演）で実施した。チャリティーの収益金は，
社会福祉向上に役立てた。入場者 4万6,404人。
（3）おかあさんといっしょ宅配便「ポコポッテ

イト小劇場」「ガラピコぷ～小劇場」
　『おかあさんといっしょ』のキャラクター「ポ
コポッテイト」を，全国を巡回するミニステージ
ショーとして52会場（104公演）で実施した。入
場者 5万1,450人。10月以降は，「ガラピコぷ～」
にキャラクターを変更して実施した。
（4）『おかあさんといっしょ』スタジオ収録～

親子で遊ぼう！～
　『おかあさんといっしょ』のうち，子どもが参
加するコーナーの収録を実施した。 3会場で収録
し，計 9本を制作。参加者数417人（ 3 歳児とそ
の保護者）。
（5）NHK放送体験クラブ
　小学 5・ 6年生を対象に，全国各放送局で番組
作りの体験を通して，楽しみながら放送について
学習するイベントとして実施した。全国45放送局
と 1支局で実施。参加した児童の様子や制作した
作品は地域放送で紹介し，視聴者サービスに努め
た。参加549校 3 万2,521人。
（6）「第83回NHK全国学校音楽コンクール」
　都府県（北海道は地区），ブロックの各コンク
ールを経て選ばれた小学校・中学校・高等学校の
代表各11校（組）が，10月 8 ～10日にNHKホー
ルで行った全国コンクールに出場した。課題曲の
テーマは「力」。金賞：日野市立七生緑小学校（ 4
年連続 4回目），豊島岡女子学園中学校（ 3年ぶ
り 2回目），山形県立鶴岡北高等学校（初受賞）。
　全参加校数：小学校の部898校，中学校の部
1,212校，高等学校の部454校，計2,564校。
（7）第33回NHK杯全国中学校放送コンテスト
　各都府県（北海道は地区）大会は 6～ 7月に実
施，全国大会決勝は 8月18日，千代田放送会館で
実施した。部門は，アナウンス・朗読・ラジオ番
組・テレビ番組の 4部門。参加校は全国で649校。
各部門の参加数：アナウンス1,005人，朗読1,717人，
ラジオ番組152作品，テレビ番組127作品。
（8）第63回NHK杯全国高校放送コンテスト
　 6月に各都道府県大会， 7月26～27日に国立オ
リンピック記念青少年総合センター，28日にNH
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Kホールで全国大会を実施した。部門は，アナウ
ンス・朗読・ラジオドキュメント・テレビドキュ
メント・創作ラジオドラマ・創作テレビドラマの
6部門。参加校は全国で1,664校。参加生徒数延
べ 1万7,563人。
（9）アイデア対決・全国高等専門学校ロボット

コンテスト2016
　全国の高等専門学校57校（62キャンパス）から
124チームが参加して，競技課題に従い，自らの
アイデアを駆使して想像力と技術力を競った。 8
地区からの選抜25チームが11月20日の全国大会
（会場：国技館）に出場。地区大会からの参加者
延べ 1万3,749人。
（10）NHK学生ロボコン2016～ABUアジア・

太平洋ロボコン代表選考会～
　事前審査を通過した国内24チームが 7月10日の
大会（会場：大田区総合体育館）に出場した。参
加者2,231人。優勝チームは， 8月21日にタイ・
バンコクで開催されたABUアジア・太平洋ロボ
ットコンテストに出場した。
（11）渋谷DEどーも2016
　ファミリー層を主な対象に，放送と通信の融合
時代にふさわしい「公共メディア」へ進化する
NHKのさまざまな取り組みをアピールすること
を柱に， 5月 3 ～ 5 日にNHK放送センターで実
施した。参加者 6万2,813人。
（12）NHKサイエンス　スタジアム2016
　「カガクをあそびつくそう」のキャッチコピー
のもと，12月 3 ～ 4 日，日本科学未来館で実施し
た。『サイエンスZERO』『すイエんサー』など科
学番組の公開収録のほか，『大科学実験』『高専ロ
ボコン』などの展示・体験・ワークショップなど
も実施。参加者 3万3,169人。

（13）NHKワンダーランド秋葉原2016
　サブカルチャーの聖地として若者でにぎわう秋
葉原のベルサール秋葉原で， 7月30～31日，番組
収録や展示イベントなどを実施した。来場者 3万
699人。

Ⅳ．教育・教養イベント
（1）NHK文化祭2016
　10月26日～11月 2 日，NHK放送センターを中
心に，教育番組の国際コンクール「日本賞」を実
施。公開イベント「NHK文化祭2016たいけん広
場」（11月 5 ～ 6 日）では，Eテレの番組をベー
スにした親子で楽しめるステージのほか，ワーク
ショップ，会場内からの公開生放送や公開収録な
どを実施した。「ふるさとの食　にっぽんの食・
東京フェスティバル」とも連動。来場者 4万586人。
（2）放送教育関連イベント
①第67回放送教育研究会全国大会
　11月18～19日に東京都杉並区，板橋区，渋谷区
で，NHK for Schoolの番組やウェブサイトを活
用した公開授業・保育，実践発表，ワークショッ
プなどを行い，放送教育の研究と交流を深める場
となった。第20回視聴覚教育総合全国大会と合同
で実施した。参加者1,606人。
②放送教育研究会地方大会
　各地方放送教育研究会などと共催し，全国 8ブ
ロックで地方大会を実施した。参加者1,801人。
（表 2）
③NHK for School・ICT活用ワークショップ
　放送教育実践者による模擬授業やメディア教育
研究者のワークショップを通じて，番組やウェブ
サイトの活用を支援する。全国 8会場で実施した。

ブ ロ ッ ク タ　イ　ト　ル 日　　程 開催地 全体会会場 参加者数

北 海 道 第68回北海道放送教育研究大会　函館・渡島大会 11月 4 日（金） 北海道
函館市 五島軒 194人

東 北 第57回放送教育研究会東北大会　宮城大会 11月 4 日（金） 宮城県
大崎町 大崎市立古川第三小学校 200人

関東甲信越 第66回関東甲信越地方放送教育研究大会 10月28日（金） 山梨県
甲府市 甲府市総合市民会館芸術ホール 408人

東海・北陸 第54回東海北陸地方放送教育研究大会
第48回愛知県放送教育特別研究会 8 月23日（火） 愛知県

名古屋市 ウインクあいち 210人

近 畿 第65回近畿放送教育研究大会　和歌山大会
第66回近畿学校視聴覚教育研究大会　和歌山大会 11月25日（金） 和歌山県

和歌山市 和歌山県民文化会館 265人

中 国 中国地方放送教育夏期特別研究交流大会　岡山大会 8月 2日（火） 岡山県
岡山市

公立学校共済組合岡山宿泊所　
ピュアリティまきび 135人

四 国 第49回放送教育研究会四国大会　愛媛大会 10月28日（金） 愛媛県
松山市 全体会なし。各校種ごとに開催。 139人

九 州 第65回九州地方放送教育研究大会　熊本大会 10月28日（金） 熊本県
熊本市 熊本県民交流館パレア　パレアホール 250人

8 会場計 1,801人

表2　2016年度「放送教育研究会地方大会」
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参加者432人。
（3）NHK全国短歌・俳句大会
　 1月21日（短歌），22日（俳句），NHKホール
で実施した。NHK学園共催。応募は短歌 4 万
7,232首，俳句 9万7,957句。参加者は短歌1,496人，
俳句2,398人。
（4）NHK公開セミナー
　『大河ドラマ』「真田丸」「おんな城主　直虎」，
『コズミックフロント☆NEXT』『にっぽん百名
山』『精霊の守り人』を題材に，NHK文化センタ
ー，地方自治体などと共催，全国18会場で実施し
た。参加者4,500人。
（5）学校へ出向き実施するイベント
　出演者や番組制作者が直接小・中・高等学校へ
出向いてNHKとの接触の機会を作り，公共放送
への理解を深めてもらった。
○ NHKこども音楽クラブ～N響が◯◯小学校
（中学校）にやってきた～
　NHK交響楽団のメンバーが小・中学校に出向
いて児童・生徒との交流を交えながら演奏を行う
ミニコンサート。16年度は全国の小・中学校10会
場（うち， 4会場が東日本大震災や気象災害の被
災地）で実施し，クラシックの名曲を演奏した。
参加者3,781人。
○NHK for School ブリッジ18～いま高校生に
伝えたいこと～
　新たな教育現場への貢献活動として，また，高

等学校が活用できる「総合的な学習の時間」のコ
ンテンツとして，実際に番組を制作しているディ
レクターやアナウンサー，番組に出演したゲスト
が講師となり，「キャリア教育」「“伝わる”プレ
ゼンの極意」をテーマに，首都圏の高等学校 6会
場で特別授業を実施した。参加者1,655人。

Ⅴ．美術・展博イベント
　『大河ドラマ』や『NHKスペシャル』などの
番組と連動したNHKならではの展覧会を開催し
た。特に『NHKスペシャル』と連動して開催し
た「生誕300年記念　若冲展」では，繊細かつ華
麗な描写で海外でも人気の江戸時代の画家・伊藤
若冲の代表作品を一堂に集めて社会的に大きな話
題となり，44万6,242人の入場者を記録した。
　日本とイタリアの国交樹立150周年を記念した
「カラヴァッジョ展」では，特集番組などと連動
しながら，バロック絵画の先駆者といわれるイタ
リアを代表する画家・カラヴァッジョの作品を世
界有数の規模で紹介し，39万7,961人の入場者を
記録した。
　また，放送90年を記念した『NHKスペシャル』
「アジア巨大遺跡」と連動して，15年度の東京展
に引き続き，福岡と大阪でも開催した特別展「始
皇帝と大兵馬俑」は，全国で90万5,630人の入場
者を記録した。（表 3）

表3　2016年度　美術・展博イベント

展覧会名 主催 会場 開催年 開会日 閉会日 会期 入場者数
（会場別）

総入場
者数

チェコ
文化年事業
ミュシャ展

国立新美術館，プ
ラハ市，プラハ市
立美術館，NHK，
NHKプロモーション，
朝日新聞社。有料

国立新美術館 2017（平成29） 3 月 8 日（水） 6月 5日（月） 79 661,906 661,906

世界らん展日本
大賞2017

世界らん展日本大
賞実行委員会（読
売新聞社，NHK，
世界らん展組織委
員会）。有料

東京ドーム 2017（平成29） 2 月11日（土） 2月17日（金） 7 133,474 133,474 

日伊国交樹立
150周年記念
ティツィアーノ
とヴェネツィア
派展

東京都美術館（公
益財団法人　東京
都歴史文化財団），
NHK，NHKプロモ
ーション，読売新
聞社。有料

東京都美術館 2017（平成29） 1 月21日（土） 4月 2日（日） 63 164,332 164,332 

第16回　東京国
際キルトフェス
ティバル
－布と針と糸の
祭典－

東京国際キルトフェ
スティバル実行委
員会（NHK，読売新
聞社，東京国際キ
ルトフェスティバル
組織委員会）。有料

東京ドーム 2017（平成29） 1 月19日（木） 1月25日（水） 7 221,832 221,832 
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展覧会名 主催 会場 開催年 開会日 閉会日 会期 入場者数
（会場別）

総入場
者数

特別展
「春日大社　
千年の至宝」

東京国立博物館，
春日大社，NHK，
NHKプロモーション，
読売新聞社。有料

東京国立博物館　
平成館 2017（平成29） 1 月17日（火） 3月12日（日） 48 209,572 209,572 

茶碗の中の宇宙
樂家一子相伝の
芸術

開催地美術館，開
催地NHK放送局，
NHK地域関連会
社，日本経済新聞
社ほか。有料

東京国立近代
美術館 2017（平成29） 3 月14日（火） 5月21日（日） 63 81,921 

127,715 
京都国立近代
美術館 2016（平成28） 12月17日（土） 2月12日（日） 45 45,794 

特別展　国立劇
場開場50周年記
念　日本の伝統
芸能展

三井記念美術館，
日本芸術文化振興
会，NHK，NHKプ
ロモーション。有料

三井記念美術館 2016（平成28） 11月26日（土） 1月28日（土） 48 18,157 18,157 

第63回　
日本伝統工芸展

公益社団法人日本
工 芸 会， 開 催 地
NHK放送局，朝日
新聞社，文化庁（東
京展のみ），開催地
教育委員会など。
一部有料

松山三越 2017（平成29） 3 月14日（火） 3月19日（日） 6 1,886

329,523

広島県立美術館 2017（平成29） 2 月23日（木） 3月12日（日） 18 7,855
大阪髙島屋 2017（平成29） 2 月16日（木） 2月20日（月） 5 13,377
福岡三越 2017（平成29） 2 月 3 日（金） 2月 8日（水） 6 9,589
仙台三越 2017（平成29） 1 月25日（水） 1月30日（月） 6 19,049
香川県立

ミュージアム 2017（平成29） 1 月 2 日（月） 1月22日（日） 21 6,688

島根県立美術館 2016（平成28） 12月 7 日（水）12月25日（日） 19 7,405
岡山県立美術館 2016（平成28） 11月17日（木）12月 4 日（日） 17 5,593
石川県立美術館 2016（平成28） 10月28日（金）11月 6 日（日） 10 8,054
京都髙島屋 2016（平成28） 10月12日（水）10月17日（月） 6 16,468
名古屋三越栄店 2016（平成28） 10月 5 日（水）10月10日（月・祝） 6 25,207
日本橋三越本店 2016（平成28） 9 月21日（水）10月 3 日（月） 13 208,352

「宇宙と芸術
展」　かぐや姫，
ダ・ヴィンチ，
チームラボ

森美術館，NHK，
NHKプロモーショ
ン，読売新聞社。
有料

森美術館 2016（平成28） 7 月30日（土） 1月9日（月・祝） 164 270,895 270,895

メアリー・
カサット展

開催地美術館，開
催地NHK放送局，
NHK地域関連会社，
読売新聞社。有料

京都国立近代
美術館 2016（平成28） 9 月27日（火）12月 4 日（日） 60 61,299 

185,271 
横浜美術館 2016（平成28） 6 月25日（土） 9月11日（日） 69 123,972 

特別展「古代ギ
リシャ－時空を
超えた旅－」

開催地美術館・博
物館，ギリシャ共
和国文化・スポー
ツ省，朝日新聞社，
開催地NHK放送局，
NHK地域関連会社
ほか。有料

神戸市立博物館 2016（平成28） 12月23日（金・祝） 4月 2日（日） 82 99,447 

317,870 長崎県美術館 2016（平成28） 10月14日（金）12月11日（日） 56 18,856 

東京国立博物館 
平成館 2016（平成28） 6 月21日（火） 9月19日（月・祝） 80 199,567 

日韓国交正常化
50周年記念
特別展
「ほほえみの
御仏　－二つの
半跏思惟像－」

日韓半跏思惟像展
示実行委員会，東
京国立博物館，韓
国国立中央博物館，
NHK。有料

東京国立博物館　
本館特別５室 2016（平成28） 6 月21日（火） 7月10日（日） 20 78,562 78,562 

第18回
国際バラと
ガーデニング
ショウ

国際バラとガーデ
ニングショウ組織
委員会（毎日新聞
社，NHK，スポー
ツニッポン新聞
社）。有料

西武プリンス
ドーム 2016（平成28） 5 月13日（金） 5月18日（水） 6 187,294 187,294 

生誕130周年　
藤田嗣治展
～東と西を結ぶ
絵画～

開催地美術館，
各地域新聞社，
開催地NHK放送局
ほか。有料

府中市美術館 2016（平成28） 10月 1 日（土）12月11日（日） 63 34,407 
158,537 兵庫県立美術館 2016（平成28） 7 月16日（土） 9月22日（木・祝） 59 61,792 

名古屋市美術館 2016（平成28） 4月29日（金･祝） 7月 3日（日） 58 62,338 

2016年NHK大
河ドラマ特別展
「真田丸」

開催地美術館・博
物館，開催地NHK
放送局，NHK地域
関連会社ほか。有料

大阪歴史博物館 2016（平成28） 9 月17日（土）11月 6 日（日） 44 84,072 

218,605 上田市立美術館 2016（平成28） 7 月 2 日（土） 8月21日（日） 44 22,758 

江戸東京博物館 2016（平成28） 4月29日（金･祝） 6月19日（日） 47 111,775 
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展覧会名 主催 会場 開催年 開会日 閉会日 会期 入場者数
（会場別）

総入場
者数

生誕300年記念　
若冲展

東京都美術館，
日本経済新聞社，
NHK，NHKプロモ
ーション。有料

東京都美術館 2016（平成28） 4 月22日（金） 5月24日（火） 31 446,242 446,242 

生誕130年
バーナード・
リーチ展

開催地美術館・博
物館，開催地NHK
放送局，NHK地域
関連会社，日本民
芸館ほか。有料

滋賀県立近代
美術館 2016（平成28） 7 月 9 日（土） 9月25日（日） 68 9,188 

20,771 

松本市美術館 2016（平成28） 4 月21日（木） 6月 5日（日） 42 11,583 

アフガニスタン
特別企画展
「素心　バーミ
ヤン大仏天井壁
画 ～流出文化
財とともに～」

東京芸術大学，東
京芸術大学アフガ
ニスタン特別企画
展実行委員会，
NHK，朝日新聞社

東京芸術大学
大学美術館
陳列館

2016（平成28） 4 月12日（火） 6月19日（日） 61 56,371 56,371 

特別展
「生誕150年　
黒田清輝　－日
本近代絵画の巨
匠」

東京国立博物館，
東京文化財研究所，
朝日新聞社，
NHK，NHKプロモ
ーション。有料

東京国立博物館
平成館 2016（平成28） 3 月23日（水） 5月15日（日） 50 182,353 182,353 

日伊国交樹立
150周年記念
カラヴァッジョ
展

国立西洋美術館，
NHK，NHKプロモ
ーション，読売新
聞社。有料

国立西洋美術館 2016（平成28） 3 月 1 日（火） 6月12日（日） 92 397,961 397,961 

没後100年
宮川香山

開催地美術館，開
催地NHK放送局，
NHK地域関連会社
ほか。有料

瀬戸市美術館 2016（平成28） 10月 1 日（土）11月27日（日） 56 11,917 

115,199 
大阪市立東洋
陶磁美術館 2016（平成28） 4月29日（金･祝） 7月31日（日） 82 52,201 

サントリー
美術館 2016（平成28） 2 月24日（水） 4月17日（日） 48 51,081 

日伊国交樹立
150周年記念　
特別展
「レオナルド・
ダ・ヴィンチ 
－天才の挑戦」

公益財団法人東京
都歴史文化財団　
東京都江戸東京博
物館，毎日新聞社，
NHK，NHKプロモ
ーション。有料

江戸東京博物館 2016（平成28） 1 月16日（土） 4月10日（日） 76 270,012 270,012 

特別展
「始皇帝と大兵
馬俑」

開催地美術館・博
物館，陝西省文物
局，陝西省文物交
流中心，開催地NH
K放送局，NHK地
域関連会社，朝日
新聞社ほか。有料

国立国際美術館 2016（平成28） 7 月 5 日（火）10月 2 日（日） 80 230,599 

905,630 九州国立博物館 2016（平成28） 3 月15日（火） 6月12日（日） 79 191,222 

東京国立博物館 
平成館 2015（平成27） 10月27日（火） 2月21日（日） 94 483,809 

ボストン美術館　
ヴェネツィア展　
魅惑の都市の
500年

開催地美術館，
ボストン美術館，
開催地NHK放送
局，NHK地域関連
会社ほか。有料

新潟県立近代
美術館 2016（平成28） 9 月10日（土）11月27日（日） 69 21,766 

157,553 佐川美術館 2016（平成28） 6 月25日（土） 8月28日（日） 57 32,826 
ひろしま美術館 2016（平成28） 4 月 9 日（土） 6月12日（日） 65 41,981 
名古屋ボストン

美術館 2015（平成27） 9 月19日（土） 2月21日（日） 130 60,980 

特別展
「生命大躍進―
脊椎動物のたど
った道」

開催地美術館・博
物館，開催地NHK
放送局，NHK地域
関連会社ほか。有
料

岡山シティ
ミュージアム 2016（平成28） 7 月15日（金） 9月 4日（日） 50 42,239 

676,802 
大阪市立

自然史博物館 2016（平成28） 4 月16日（土） 6月19日（日） 57 108,420 

愛媛県美術館 2016（平成28） 1 月16日（土） 4月 3日（日） 68 77,334 
名古屋市科学館 2015（平成27） 10月17日（土）12月13日（日） 49 113,112 
国立科学博物館 2015（平成27） 7 月 7 日（火）10月 4 日（日） 86 335,697 

ユネスコ無形文
化遺産登録記念
北大路魯山人の
美　和食の天才

開催地美術館，開
催地NHK放送局，
NHK地域関連会
社，日本経済新聞
社ほか。有料

三井記念美術館 2016（平成28） 4 月12日（火） 6月26日（日） 67 39,818 

163,865 
足立美術館 2015（平成27） 8 月26日（水）10月12日（月・祝） 48 69,378 

京都国立近代
美術館 2015（平成27） 6 月19日（金） 8月16日（日） 51 54,669 
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Ⅵ．音楽・伝統芸能イベント
（1）NHK音楽祭2016
　14年目を迎えた「NHK音楽祭」。15年に引き続
き，「MEET the CLASSICS～名曲と出会う場所
～」を全体コンセプトに設定。「偉大なる芸術家
たちへ」をテーマに据えたオーケストラ公演に加
えて，クラシック音楽来場者層のすそ野を広げる
特集番組などを実施した。総入場者 1万8,989人。
〔有料公演〕
①10月14日，マリインスキー劇場管弦楽団
　指揮：ワレリー・ゲルギエフ，メゾ・ソプラノ：
ユリア・マトーチュキナほか，曲目：ベルリオー
ズ／劇的交響曲「ロメオとジュリエット」作品
17。入場者1,953人。
②10月31日，NHK交響楽団
　指揮：トゥガン・ソヒエフ，バリトン：ギャリ
ー・マギーほか，曲目：ブラームス／交響曲第 2
番　ニ長調　作品73ほか。入場者1,911人。
③11月18日，パリ管弦楽団
　指揮：ダニエル・ハーディング，バイオリン：
ジョシュア・ベル，テノール：マーク・パドモア，
曲目：ドビュッシー／歌劇「ペレアスとメリザン
ド」組曲ほか。入場者2,080人。
④11月22日，サンフランシスコ交響楽団
　指揮：マイケル・ティルソン・トーマス，ピア
ノ：ユジャ・ワン，曲目：ブルックナー／交響曲
第 7番　ホ長調（ハース版）ほか。入場者2,396
人。
⑤ 10月29日，特別プログラム　ブラック・ダイク
・バンド
　指揮：ニコラス・チャイルズ，曲目：歌劇「ル
スランとリュドミーラ」序曲，ミッション・イン
ポッシブルほか。入場者数2,341人。
〔無料公演〕
⑥『NHK音楽祭2016　オープニング・コンサート』
　10月13日　NHKホール　入場者数2,461人
⑦『 シンフォニック・ゲーマーズ　～僕らを駆り
立てる冒険の調べ～』

　10月23日　NHKホール　入場者数2,935人
⑧『 小学生のためのコンサート「渋谷発！オーケ
ストラおもしろ研究所～音楽で，“国語・算
数・理科・社会”！？」』

　11月13日　NHKホール　入場者数2,210人
⑨『リサイタル・ノヴァ』
　11月10日　ふれあいホール　入場者数246人
⑩『 木管キッズコンサート～どうぶつたちのカー

ニバル～』
　11月19日　ふれあいホール　入場者数225人
⑪『きらクラ！』
　10月28日　509スタジオ　入場者数231人
（2）NHKバレエの饗宴2016
　日本を代表するバレエ団やダンサーたちがカン
パニーの垣根を越えて集う，NHKならではのバ
レエ公演。16年は第 5回を記念して，世界的ダン
サーであるマニュエル・ルグリが，未来を担う若
手ダンサーたちをオーディションで選抜・指導　
し，その成果を披露する特別企画を実施。
　出演・演目：第 5回特別企画　マニュエル・ル
グリ　プロデュース　未来のエトワールたち，ス
ターダンサーズ・バレエ団／「リラの園」，谷桃
子バレエ団／「オセロー」（新作），橋本清香＆木
本全優／「モーツァルト・ア・ドゥ」から，小林
紀子バレエ・シアター／「レ・ランデヴー」，平
田桃子＆セザール・モラレス／「くるみ割り人形」
から　グラン・パ・ド・ドゥ。
　 4月10日，NHKホール　入場者数1,911人。有
料公演。
（3）NHK交響楽団演奏会地方公演
　高崎公演／ 5月 9日高崎市，指揮：ロベルト・
トレヴィーノ，ピアノ：ペーター・レーゼル，曲
目：ベートーベン／ピアノ協奏曲第 3番　ハ短調　
作品37，ブラームス／交響曲第 2番　ニ長調　作
品73。入場者1,299人。有料公演。
　宇都宮・長野公演／ 8月23日宇都宮市， 8月24
日長野市，指揮：ジョン・アクセルロッド，ソプ
ラノ：森麻季，曲目：プッチーニ／歌劇「ジャン
ニ・スキッキ」から「私のお父さん」，プッチー
ニ／歌劇「ボエーム」から「私が町を歩くと」（ム
ゼッタのワルツ），チャイコフスキー／交響曲第
4番　ヘ短調　作品36ほか。入場者2,249人（ 2
公演）。有料公演。
　東海・北陸公演／ 8月26日岐阜市， 8月27日金
沢市， 8月28日豊橋市， 8月29日清水市，指揮：
高関健，ピアノ：児玉桃，曲目：スメタナ／歌劇
「売られた花嫁」序曲，グリーグ／ピアノ協奏曲　
イ短調　作品16，ドボルザーク／交響曲第 8番　
ト長調　作品88。入場者4,333人（ 4 会場）。有料
公演。
　新潟公演／ 1月 7 日新潟市，指揮：広上淳一，
ピアノ：小曽根真，曲目：モーツァルト／歌劇「フ
ィガロの結婚」序曲，モーツァルト／ピアノ協奏
曲第 9番　変ホ長調　K.271「ジュノム」，ドボル
ザーク／交響曲第 9番　ホ短調　作品95「新世界
から」。入場者1,806人。有料公演。
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　大阪公演／ 1月22日大阪市，NHK大阪ホール，
指揮：ヘスス・ロペス・コボス，バイオリン：ア
ルベナ・ダナイローヴァ，曲目：レスピーギ／グ
レゴリオ風の協奏曲，教会のステンドグラス，交
響詩「ローマの祭り」。入場者1,068人。有料公演。
（4）第60回NHKニューイヤーオペラコンサート
　 1月 3日，NHKホール。有料公演。
　ソプラノ：大村博美，砂川涼子，中嶋彰子，中
村恵理，森麻季，森谷真理，メゾ・ソプラノ：池
田香織，清水華澄，藤村実穂子，カウンター・テ
ナー：藤木大地，テノール：櫻田亮，西村悟，笛
田博昭，福井敬，村上敏明，与儀巧，バリトン：
折江忠道，上江隼人，久保和範，黒田博，髙田智
宏，バス：ジョン・ハオ，妻屋秀和，コーナーゲ
スト：鈴木雅明（指揮），バッハ・コレギウム・
ジャパン（管弦楽），舞踊：UNIT KIMIHO，合唱：
新国立劇場合唱団，二期会合唱団，藤原歌劇団合
唱部，管弦楽：東京フィルハーモニー交響楽団，
指揮：広上淳一，司会：石丸幹二，髙橋美鈴アナ
ウンサー。入場者3,061人。
（5）第43回NHK古典芸能鑑賞会
　10月28日，NHKホール。有料公演。
①舞楽「萬歳楽」／出演：宮内庁式部職楽部
② 邦楽と舞踊による「川めぐり日本」／出演：西
川箕乃助，花柳寿楽，花柳基，藤間蘭黄，山村
友五郎，富山清琴，堅田喜三久ほか
③ 歌舞伎　岡本綺堂作「番町皿屋敷」／出演：中
村梅玉，中村東蔵ほか。入場者1,433人。

（6）第15回　東京JAZZ
　 9月 2～ 4日，東京国際フォーラムほか。有料
公演。出演：小曽根真presents JFC All Star Big 
Band meets Juilliard Jazz Ensemble，寺井尚子 
meets パブロ・シーグレル“THE JAZZ TANGO 
PROJECT”，ハービー・ハンコックfeaturing ジ
ェームス・ジーナス，レイラ・ハサウェイ，トレ
ヴァー・ローレンスJr．，テラス・マーティン，
パット・メセニー＆クリスチャン・マクブライト，
渡辺貞夫 BEBOP NIGHT featuringウォレス・ル
ーニー，ビリー・チャイルズ，ジェフ“ティン”
ワッツ，ベン・ウィリアムズ，セルジオ・メンデ
ス，ミシェル・カミロ＆上原ひろみ，ほか。入場
者 7万7,288人。
（7）第85回日本音楽コンクール
　毎日新聞社と共催。各部門予選・本選を経て入
賞者を決定。本選会は10月25～30日，東京オペラ
シティコンサートホール。入場者3,207人（本選
会）。本選各部門の第 1位は次のとおり。フルー
ト部門：下払桐子（国立音楽大学大学院修士課程

修了），作曲部門：白岩優拓（北海道八雲町立八
雲中学校教諭），声楽部門：村元彩夏（東京芸術
大学博士後期課程修了），オーボエ部門：橋爪惠
梨香（カールスルーエ音楽大学修士課程修了），
バイオリン部門：戸澤采紀（東京芸術大音楽学部
附属音楽高校 1年），ピアノ部門：樋口一朗（桐
朋学園大学 2年）。
（8）This is NIPPONプレミアムシアター「初

音ミク×鼓童スペシャルライブ」
　 3月 4～ 5日，NHKホール。有料公演。
　バーチャルシンガー・初音ミクと和太鼓集団・
鼓童が初共演。POPカルチャーと伝統芸能が融合
したステージを 3公演実施。東京オリンピック・
パラリンピック組織委員会から「東京2020公認プ
ログラム」に認証。総入場者6,971人。

Ⅶ．スポーツイベント
（1）ラジオ体操・みんなの体操会
　かんぽ生命保険，全国ラジオ体操連盟との共催。
①夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
　 7月20日～ 8月31日，全国43会場で実施。ラジ
オ第 1で生放送した。このうち， 7月31日は松山
市で『第55回1000万人ラジオ体操・みんなの体操
祭』として実施。総合で生放送した。参加者 6万
1,349人。
②特別巡回ラジオ体操・みんなの体操会
　夏期巡回期間を除く 5月から10月に，全国 9会
場で実施。ラジオ第 1で生放送した。参加者 1万
796人。
（2）2016NHK杯国際フィギュアスケート競技

大会（第38回大会）
　日本スケート連盟主催，NHK共催により11月
25～27日，真駒内セキスイハイムアイスアリーナ
（北海道札幌市）で実施した。男子シングルは羽
生結弦（日本）がシーズン世界最高得点（当時）
で連覇，女子シングルは宮原知子（日本）が 2位
に入った。参加選手は15か国・54人。入場者 1万
7,250人。
（3）天皇盃　第22回全国都道府県対抗男子駅

伝競走大会
　日本陸上競技連盟の主催，中国新聞，NHKの
共催で17年 1 月22日に実施した。広島平和記念公
園前をスタート・フィニッシュとする 7 区間
48kmコース。長野県チームが13年ぶり 7度目の
優勝。観覧者 6万5,000人。平和記念公園に設置
した大型モニターで中継映像を公開。NHK広島
放送センタービルでは「駅伝ふるさとひろば」を
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9 日間実施した。来場者 3万8,150人。
（4）皇后盃　第35回全国都道府県対抗女子駅

伝競走大会
　日本陸上競技連盟の主催，京都新聞，NHKの共
催で17年 1 月15日に実施した。京都市西京極総合
運動公園陸上競技場をスタート・フィニッシュと
する 9区間42.195kmコース。京都府チームが 3
年ぶり16度目の優勝。観覧者16万7,000人。競技
場に設置した大型モニターで中継映像を公開した。
（5）第72回びわ湖毎日マラソン大会
　日本陸上競技連盟，毎日新聞社，滋賀県，滋賀
県教育委員会，大津市，大津市教育委員会の主催，
NHKの共催で17年 3 月 5 日に実施した。皇子山
陸上競技場をスタート・フィニッシュとするコー
ス。エゼキエル・キプトー・チェビー（ケニア）
が優勝。日本人トップは佐々木悟（ 4位）。観覧
者24万人。皇子山総合運動公園に設置した大型モ
ニターで中継映像を公開したほか，「小学生
1,000m記録会」を実施した。
（6）第18回長野マラソン大会
　日本オリンピック委員会，日本陸上競技連盟，
長野県，長野市，信濃毎日新聞社の主催，NHK
の共催で 4月17日に実施した。長野運動公園をス
タートし，長野オリンピックスタジアムをフィニ
ッシュとするコース。男子はジャイラス・チャン
チマ（ケニア），女子はシャショ・インセルム（エ
チオピア）が優勝。出場選手9,530人。観覧者21
万人。ゴール近くのイベント会場で「NHK長野
放送局ファミリーステーション」を展開した。
（7）オープンゴルフ選手権競技
　日本ゴルフ協会の主催，NHKの共催で，男子
・女子・シニアの 3大会を実施した。会場に設置
した大型モニターで中継映像を公開した。
①第26回日本シニアオープンゴルフ選手権競技
　 9月15～18日，習志野カントリークラブ　キン
グ・クイーンコース（千葉県印西市）で実施した。
プラヤド・マークセンが優勝。入場者6,895人。
②第49回日本女子オープンゴルフ選手権競技
　 9月29日～10月 2 日，烏山城カントリークラブ　
二の丸・三の丸コース（栃木県那須烏山市）で実
施した。畑岡奈紗が本選手権初のアマチュア優勝。
入場者 2万6,297人。
③第81回日本オープンゴルフ選手権競技
　10月13～16日，狭山ゴルフ・クラブ（埼玉県入
間市）で実施した。松山英樹が優勝。入場者 4万
6,473人。

（8）第96回天皇杯全日本サッカー選手権大会
　日本サッカー協会，日本プロサッカーリーグの
主催，NHKおよび共同通信社の共催で実施した。
都道府県代表47チームとシード41チーム（J1-18，
J2-22，大学- 1 ）の88チームで 8月27日～17年 1
月 1 日に実施。市立吹田サッカースタジアム（大
阪府吹田市）での決勝戦（入場者 3万4,166人）
では，鹿島アントラーズが優勝。大会を通じての
総入場者39万7,049人。
（9）各都道府県サッカー選手権大会
　45都道府県大会を各都道府県サッカー協会が主
催し，NHKは主催または共催で実施した。各都
道府県優勝チームは天皇杯の各都道府県代表とし
て出場。
（10） 第53回全国大学ラグビーフットボール選

手権大会および第54回日本ラグビーフッ
トボール選手権大会

　大学選手権，日本選手権共に，日本ラグビーフ
ットボール協会が主催，NHKが共催で実施した。
　大学選手権は11月27日～17年 1 月 9 日に実施。
決勝戦は秩父宮ラグビー場（東京都港区）で行わ
れ，帝京大学が 8年連続 8度目の優勝。大会を通
じての総入場者 5万9,350人。
　日本選手権はトップリーグ上位 3チームと大学
選手権優勝チームのトーナメント戦で17年 1 月21
日と28日に実施した。秩父宮ラグビー場での決勝
戦では，サントリーサンゴリアスが優勝。大会を
通じての総入場者 2万8,881人。
（11） JAPAN CUP 2016チアリーディング日

本選手権大会
　日本チアリーディング協会の主催，NHKの共
催で 8月26～28日，国立代々木競技場・第一体育
館で実施した。224チーム3,253人が参加。優勝は，
〔中学校部門〕梅花中学校（大阪府），〔高等学校
部門〕箕面自由学園高等学校（大阪府），〔大学部
門〕日本文理大学（大分県），〔社会人部門〕クラ
ブチーム　ツイスターズ・A（東京都）。入場者
2万2,605人。
（12）NHKスポーツパーク
　NHK解説者や一流の講師によるスポーツ教室
とトークショーなどを組み合わせた家族で楽しめ
る総合的なスポーツイベント。「松岡修造のテニ
スパーク」などを全国 4会場で実施した。参加者
3,814人。
（13）NHKジュニアスポーツ教室
　陸上（長距離），ラグビー，バレーボール，サ
ッカー，バスケットボール，ソフトテニス，剣道，
水泳の各競技を，NHK解説者をはじめとする一
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流の講師が全国12会場で指導した。総参加者
2,252人。
（14）Nスポ！2016
　20年の東京オリンピック・パラリンピックを見
据え，15年度に立ち上げた総合スポーツイベント。
10月 9 日・10日に放送センターと六本木ヒルズア
リーナを会場に，オリンピック・パラリンピック
種目をはじめとするさまざまな競技の体験，トッ
プアスリートのデモンストレーションやトークス
テージ，スポーツ関連番組の公開収録など，スポ
ーツを「観て，体験して，楽しむ」イベントとし
て実施した。テレソン『東京2020　12時間スペシ
ャル』とも連動。総来場者 2万3,633人。
（15） リオデジャネイロオリンピック　8Kスーパ

ーハイビジョン　パブリックビューイング
　開会式・閉会式と柔道，競泳，陸上，バスケッ
トボール，サッカー（男子決勝のみ）の 5競技の
8 Kスーパーハイビジョン　パブリックビューイ
ングを丸ビル「MARUCUBE」など，日本国内 6
会場で実施（上映内容はスーパーハイビジョン試
験放送のプログラムに準じる）。世界最高峰のス
ポーツの祭典を，超高精細映像と立体音響のだい
ご味を伝えることができた。期間中の総来場者 7
万5,041人。

Ⅷ．東日本大震災等の復興支
援イベント

（1）NHK公開復興サポート　明日へ
　被災県に赴き，元気と笑顔を届けるべく，幅広
い番組・イベントを短期間に集中して実施した。
　 5月22日に福島県郡山市の奥羽大学と市立行徳
小学校を会場に，10番組と14イベント・展示を実
施。総来場者7,731人。
　11月13日に岩手県陸前高田市の岩手県立高田高
等学校，23日に陸前高田市コミュニティホールを
会場に 7番組と12イベント・展示を実施。総来場
者3,102人。
（2）明日へつなげるライブ～熊本県熊本市～
　防災関連番組の一環として， 9月 3日に熊本地
震の被災地である熊本県熊本市（熊本学園大学）
から，公開生放送を実施。出演者が歌やトークで
熊本の皆さんへ復興へのエールを贈った。来場者
数378人。

Ⅸ．会館公開・展示

1．NHKスタジオパーク

　1965年「見学者コース」として開設。85年「NHK
展示プラザ」に名称変更，さらに95年 3 月22日，
放送開始70周年を記念して現行の「NHKスタジ
オパーク」となった。07年 6 月に総入場者数
1,000万人を達成した。11年には， 4月から約半
年休館し，10月10日にリニューアルオープン，放
送の完全デジタル化に合わせて展示コーナーを一
新した。「 8 Kスーパーハイビジョン」の上映，
番組制作体験や放送の舞台裏に触れることができ
るコーナーを拡充した。15年 8 月12日「NHKス
タジオパーク」としての来場者数が1,500万人を
突破。10月 4 日には「見学者コース」の開設から
50年を迎えた。16年度， 1 年間の入場者は59万
5,022人。
【主な展示内容】
①8 Kスーパーハイビジョン
　360インチ大画面の臨場感あふれる超高精細映
像と22.2chの立体音響を備えた次世代テレビ。
②CR-350スタジオ
　新旧のNHK番組を大画面で上映。
③アニメファクトリー
　アフレコ体験などアニメの制作に触れる。
④クリエイティブラボ
　映像と音を編集，オリジナル動画の制作を体験。
⑤スタジオパークNEWS
　アナウンサーや気象キャスターに挑戦。
⑥CT-450スタジオ
　『スタジオパークからこんにちは』『土曜スタ
ジオパーク』『日曜バラエティー』などの番組を
公開。
⑦ネイチャーカメラマン
　自然番組の撮影に使う特殊カメラの操作を体
験。
　このほか，レストランやショップなどがある。
所要時間： 1時間半
開館時間：  午前10時～午後 6時（入館は午後 5時

30分まで）
休館日　：  原則として毎月第 4月曜日（祝日・振

替休日と重なる場合は，その翌日）
　　　　　※休館日は変更あり
入場料　：  大人200円，子供無料（高校生以下お

よび18歳未満，65歳以上も無料。団体
・20人以上の大人は150円）
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2．みんなの広場　ふれあいホール

　「みんなの広場　ふれあいホール」では，さま
ざまな公開番組やイベントなどを開催している。
3階のギャラリーは展示スペースとして一般貸し
出し（有料）を行っている。16年度は 3万8,484
人の利用があった。
　開館時間：午前10時～午後 6時
　入場料　：無料

3．NHK放送博物館

　16年度はリニューアル中の休館後の開館初年度
であるとともに，開館60周年の区切りの年でもあ
ることから，過去の歴史を改めて見直して記録に
留め，未来へのよすがとするとともに，すべての
事業についてゼロからの見直しを図り，資料収集
の体制整備，多様な層の入館者の確保ならびに満
足度の高いサービス提供を図った。
　特記事項としては第 1に，開館60周年記念誌
「放送博物館の60年」を発行した。2020東京五輪
を視野に入れた存在感のある博物館づくりを謳

うた

う
巻頭文「未来をつなぐ博物館へ」やリニューアル
に込めた思いを反映した展示構成のあらまし，見
どころには全国のミュージアムを始めとした教育
機関にリニューアルの成果を示すとともに，展示
への関心を呼び，来館を促進する狙いがある。ま
た，前回の年誌から20年が経ち，資料の散逸や一
覧で見られる冊子の作成の必要性は切実なタイミ
ングに来ていた。こうしたことを踏まえて「あゆ
み」「年表」には次代に繫

つな

がる資料を網羅した。
　第 2に，資料収集の体制整備として資料データ
ベースの改修に着手した。従来見られた資料とリ
ストの不整合を解決して体系的な資料管理を目指
している。
　第 3に，リニューアルによる会場の充実に伴う
本格的な企画展の実施をスタートした。16年度は
4本実施したが，なかでも「特別展・東日本大震
災　伝え続けるために」は報道局，震災プロジェ
クト，放送文化研究所と連携して15年11月からの
博物館史上かつてない準備期間をかけて実現に至
った。NHKの東日本大震災に関する報道を伝えた
リポーターの記名文書やメモ，被写体の方ひとり
ひとりへの許諾を積み重ねて展示に結び付けた。
　第 4に，SHV試験放送の開始に伴う受信公開
のイベント化を開始した。NHK全体の取り組み
として，リオデジャネイロ五輪や大相撲のライブ
上映を「 8 Kパブリックビューイング」として実
施したほか， 8 Kスーパーハイビジョンの上映と

NHKディレクターや外部講師，講談，琵琶演奏
などを組み合わせて実施した「 8 Kトーク&ビュ
ーイング」，スーパーハイビジョン月間番組表か
らNHK放送博物館がイチオシの番組を選択し，
NHKネットクラブのイベントメールなどを活用
して観客を募集する「 8 Kビューイング」を実施
した。
（1）60年誌の発行
　「放送博物館の60年」を発行し，全国のミュー
ジアム，図書館，大学など研究機関，港区関連部
署，港区小・中学校などに配付した。
（2）資料の収集・保存
　「テレビ文学館」原画98点や企画展関連資料な
ど放送史上貴重な資料（図書・文献・台本・機器
など）の収集を行った。また，資料データベース
の改修に着手した。
（3）企画展示
　「NHK放送博物館60年　特別展　時を重ねて
伝えてきたこと」（1.30～5.29），「NHKアナウン
サーヒストリー　～ことばへの飽くなき挑戦～」
（6.14～12.18），「NHK大河ドラマ“蔵出し”ポ
スター展」（1.17～ 2 .26），「特別展・東日本大震
災　伝え続けるために」（3.7～9.10）
（4）教育普及
①スーパーハイビジョン普及
・NHK全体の取り組み
　「リオデジャネイロオリンピック開会式・閉会
式 8 Kパブリックビューイング」「大相撲九州場
所 8 Kパブリックビューイング」
・8 Kトーク＆ビューイング
「三十三間堂・千体仏の魅力」「 8 Kコウダン　
紅葉を愛でる」「 8 Kでとらえたルーブル美術館
の魅力」「 8 K琵琶　和の愉しみ　番組『萬歳楽』
演奏『那須与一』」「小澤征爾のベートーベン『交
響曲第 2番』」「 8 Kコウダン　サクラ咲く」
・8 Kビューイング・4 Kビューイング　
「 8 K TAKARAZUKA THEATER 宝塚歌劇　
月組公演　ショー・ファンタジー　CRYSTAL 
TAKARAZUKA －イメージの結晶－」「故宮、
室生寺、サグラダ・ファミリア　一挙上映会」「ミ
ラノ・スカラ座日本公演『リゴレット』全 3幕」
「NHK杯フィギュア　スペシャルエキシビショ
ン」「『やまと尼寺　精進日記（ 4 K）』『吉野の桜』
二本立て上映会」「『北アルプス　涸沢』『室生寺』
二本立て上映会」「バスケットボール　Bリーグ　
A東京vs大阪　LIVE（ 4 K）」「うたコン『心燃え
て　情熱の女うた』」「選抜高校野球　準決勝・決
勝　LIVE」
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②一般向け
　「みんなの健康教室（ 6回開催）」「14才と 6日
の金メダリスト～トークイベント　岩崎恭子・島
村俊治～」「番組公開　歌の日曜散歩（ラジオ第
1）」「大河ドラマ『おんな城主　直虎』と戦国大
河ヒストリー」「放送記念日文化講演会『美しい
日本語の歌を歌い続けて』（由紀さおり）」「特別
展関連　 3 .11その時キャスターは　命を守るこ
とば」「坂本朋彦の『プレミアムシネマ・トーク』」
③ファミリー，ティーンズ向け
　「中高生のための放送講座」「夏休みラジオ工
作教室」「NPO法人ふるさと小中学生俳句ぷらざ
俳句大会」「ワン・ミニット・ムービー～冒険物
語をつくろう～！」
④NHK放送タイムトラベル
　前橋放送局（前橋プラザ21，7.7～10），帯広放
送局（10.15～16），北見放送局（10.21～23），横
浜放送局（11.11～13），仙台放送局（富谷市スポ
ーツセンター，1.21～22）
⑤学芸員実習
　 9月 1～ 7日の 7日間実施。放送機器の取り扱
い（クリーニング，採寸など）や放送博物館にお
ける企画展の立案や発表などを行った。
（5）行政の取り組み，ミュージアム，地域との連

携
　日本博物館協会，全国科学博物館協議会，東京
都博物館協議会，産業文化博物館コンソーシアム
（COMIC），港区ミュージアムネットワークの活
動に参加し博物館運営に関する提言を行う一方で，
外部ミュージアムのノウハウ取得にも努めた。ま
た，「ミナコレスタンプラリー」や，「ミナコレバ
スツアー」の訪問先博物館として活動に参加した。

NHKの情報公開
（1）NHKの情報公開の特色
　01年 7 月から開始したNHKの情報公開の主な
特色は，次の 3点である。
①国や地方自治体，独立行政法人のように法律・
条例によって義務付けられて行うのではなく，
NHKが自主的に実施するものである。受信料は
税金ではないこと，また，NHKは報道機関であ
ることから，NHKの自主・自律性を重んじた制
度となっている。
②放送番組や放送番組の編集に関する情報を記録
した文書については，「開示の求め」の対象外と
している。NHKが公共放送としての使命を果た
していくためには，放送番組編集の自由の確保は

不可欠である。もし番組そのものや，番組素材，
その制作・編成に関する文書を開示すると，自由
な番組編集に支障が生じ，ひいては公共放送とし
ての使命が果たせなくなることから，「開示の求
め」の対象外とした。そのうえで，可能な範囲で
関係情報の提供に努めていく。
③NHKの不開示等の判断に対して，第三者機関
による公正・客観的なチェックの仕組みを整え
ている。外部の有識者で構成される「NHK情報
公開・個人情報保護審議委員会」が，視聴者か
らの「再検討の求め」があった際に，審議委員
会としての意見をNHKに述べる。NHKは，その
意見を尊重して最終判断を行う。
（2）NHKの情報公開の仕組み
　NHKの情報公開は，基本的枠組みを定めた
「NHK情報公開基準」（00年12月制定）と，それ
をさらに具体化した「NHK情報公開規程」（01年
6 月制定）に基づいて進めている。この情報公開
規程は，情報公開基準に基づき情報公開を実施し
ていくために必要な事項を定めている。主な内容
は次のとおり。
①「開示の求め」の対象となる文書
　NHKの役職員が業務上共用するものとして保
有している文書（電磁的に記録されたものを含
む）が，「開示の求め」の対象となる。ただし，
放送番組編集の自由を確保する観点等から，次の
ものについては対象外となる。
（ⅰ）放送番組および放送番組の編集に関する情

報を記録したもの（放送番組の企画，取材，
収録等について記録した文書など。ハード
ディスク・DVD等を含む）。

（ⅱ）書籍，雑誌等不特定多数の者に販売するこ
とを目的として発行されるもの。

（ⅲ）歴史的もしくは文化的な資料または学術研
究用の資料としてNHK放送博物館等にお
いて特別の管理がされているもの。

②「開示の求め」ができる者
　NHKの放送の視聴者。
③受付場所・方法
　NHK放送センター，全国の放送局に，日本語
で記入した「開示の求め」および「開示の求め手
数料」を持参または郵送で提出する。
④開示できない文書
　「開示の求め」の対象となる文書は，原則とし
て開示する。ただし，次の情報（不開示情報）が
記載されている場合を除く。
（ⅰ）NHKの権利利益，地位，事業活動に支障

を及ぼすおそれがあるものや，特定の者に
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利益もしくは不利益を及ぼすおそれがある
もの。

（ⅱ）NHK内の審議，検討，協議が円滑に行わ
れることを阻害するおそれがあるもの。

（ⅲ）特定の個人を識別できるものや，個人の権
利利益を害するおそれがあるもの。

（ⅳ）NHK以外の法人，団体，個人事業主の権
利等を害するおそれがあるもの。

（ⅴ）NHKの保安に支障を及ぼすおそれがある
もの。

（ⅵ）契約によりNHKが守秘義務を課せられて
いるものや，契約の相手方が開示を承諾し
ないもの。

⑤開示・不開示等の判断までの期間
　開示の求めを受け付けた翌日から30日以内に開
示・不開示等を判断し，書面により連絡する。
⑥開示の実施方法
　視聴者が開示の連絡を受けた日から 2週間以内
に，閲覧またはコピーを提供する（電磁的に記録
されたものについては，プリントアウトし，閲覧
またはコピーを提供する）。
⑦費用
　閲覧のためにコピーやプリントアウトが必要な
場合も含め，次の費用は視聴者負担となる。
・開示の求め手数料： 1件につき300円
・開示実施手数料
　　白黒コピー　　： 1枚につき10円
　　カラーコピー　： 1枚につき50円
・郵送料　　　　　：実費
⑧「再検討の求め」
　開示・不開示等の判断結果について，視聴者は
2週間以内に「再検討の求め」ができる。その場
合NHKは，NHK情報公開・個人情報保護審議委
員会に諮問し，その意見を尊重して開示・不開示
等の最終的な判断を行い，直ちに書面により視聴
者に連絡する。
⑨実施状況の公表
　実施状況について，毎月，NHKの公開ホーム
ページで公表する。
（3）「開示の求め」
①受付状況
　16年度は，全国の放送局において，16人の視聴
者による86件の開示の求めがあった。
②「開示の求め」の内容
　16年度に受け付けた86件の内訳は次のとおりと
なっている。（表 4）

表4　「開示の求め」の内訳
分　野 件　数 割　合

経営 15件 17.4％

放送 24件 27.9％

営業 27件 31.4％

技術 0件  0.0％

広報・事業 6件  7.0％

総務・経理 14件 16.3％

③判断結果
　86件について判断を終えた。（表 5）

表5　「開示の求め」判断結果
判断結果 件　数 備　考

開　示 38件（A） うち，一部開示14件

不開示 33件（B）

対象外 15件

④開示率（A／（A＋B））
　71件についての開示率は53.5％である。
（4）NHK情報公開・個人情報保護審議委員会
　NHK情報公開・個人情報保護審議委員会は，「開
示の求め」に対するNHKの開示・不開示等の判
断に不服の視聴者から「再検討の求め」があった
場合に審議を行い，NHKに意見を述べる第三者
機関（会長の諮問機関）である。
①委員
　NHK情報公開・個人情報保護審議委員会の委
員は， 5人以内で，経営委員会の同意を得て会長
が委嘱する。任期は 1期 2年とし，原則は 2期を
限度とするが，会長判断でさらに再任することが
できる。16年度末現在，次の方々に委員を委嘱し
ている。
　委　員　長　斎藤　誠　　氏
　　　　　　　（  東京大学大学院法学政治学研究

科教授）
　委員長代行　小泉　万里子　氏
　　　　　　　  （元厚生労働省宮城労働局長）
　委　員　　　椿　　愼美　氏（公認会計士）
　委　員　　　関　　葉子　氏
　　　　　　　  （弁護士・公認会計士）
　委　員　　　安藤　俊裕　氏
　　　　　　　  （元日本経済新聞社論説副委員長）
②開催回数
　16年度，NHK情報公開・個人情報保護審議委
員会は，11回開催された。
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（5）「再検討の求め」
①受付状況
　16年度は，NHKが開示・不開示等の判断をし
たもののうち，30件について再検討の求めを受け
付けた。
②審議結果
　16年度，NHKはNHK情報公開・個人情報保護
審議委員会に71件について諮問し，15年度からの
継続案件も含めて73件の答申を受けた（表 6）。
NHKは，すべての案件について，審議委員会の
答申どおりの最終判断を行った。

表6　2016年度審議結果
審議結果 件　数

当初判断どおり一部開示・不開示が妥当 64件
一部開示の範囲を広げるか，開示が妥当 6件
不開示ではなく一部開示・開示が妥当 3件

NHKの個人情報保護
（1）個人情報保護法
①個人情報保護法の施行
　05年度施行「個人情報の保護に関する法律」（個
人情報保護法。以下「法律」という）についてN
HKもこの法律が定める「個人情報取扱事業者」
に該当することから，さまざまな法律上の義務が
課され，個人情報の取り扱いを適正に行うことが
求められている。
②法律の義務の適用除外
　この法律が成立する過程で，個人情報保護に関
する「利用目的による制限」「適正な取得」「正確
性の確保」「透明性の確保」といった基本原則が，
「表現の自由」「報道・取材の自由」などの基本
的人権を制約するおそれがあるとの指摘が，メデ
ィアを中心になされた。このため，法律は，報道
機関が報道目的で個人情報を取り扱う場合，著述
を業とする者が著述目的で個人情報を取り扱う場
合などは，個人情報取扱事業者としての義務の適
用を除外した。その一方で，義務の適用が除外さ
れる場合については，事業者が自主的に個人情報
の適正な取り扱いについての措置を講じ，それを
公表するよう努めることを求めた。
（2）NHKの個人情報保護の取り組み
①NHKの取り組み
ア　NHK個人情報保護方針
　NHKにおける個人情報保護に関する最上位の
規程で，法律上の義務が適用除外となる報道・著

述・学術研究分野を含め，NHK内の個人情報全
般の取り扱いについて宣言的に定めている。
イ　NHK個人情報保護規程
　法律上の義務の適用を受ける分野（営業・事務
分野等）を対象に，実務上の手続きを中心に定め
ている。
　視聴者本人から自己情報の「個人情報　開示等
の求め」が出された場合，原則として視聴者が求
める措置を行うこととなるが，開示するとNHK
の業務の適正な実施に著しい支障を及ぼすおそれ
がある場合等は，求められた措置を行わなくても
よいとされている。
　このような場合の救済策として，法律上の要請
はないが，NHKとして自主的に，視聴者からの
「再検討の求め」を受け付け，第三者機関である
NHK情報公開・個人情報保護審議委員会におい
て審議することとしている。
ウ　  報道・著述・学術研究分野に係る個人情報保

護規程
　法律上の義務が適用除外となる報道分野等につ
いて，自主的に，安全管理や苦情への対応につい
て定めている。
②NHKにおける個人情報の管理・責任体制
　上記規程に基づき，NHKにおける個人情報の
管理については，副会長がこれを統括し（報道分
野等については放送総局長），各部局においては，
各部局長が全責任を持って管理することとなって
いる。しかしながら，16年度においては，個人情
報の漏えいや紛失が合わせて 8件発生した。
　これらの事案はいずれもホームページで公表す
るなどしているが，NHKとして，今後はこのよ
うな事態が起きないよう，個人情報の取り扱いに
ついては，くれぐれも細心の注意を払い，その適
切な取り扱いに努めていく。
③個人情報の開示等の求めへの対応状況
　16年度に視聴者本人から出された「個人情報　
開示等の求め」は，開示の求めが16件，消去の求
めが 1件あり，判断結果は表 7のとおりである。

表7　「個人情報　開示等の求め」への対応
判断結果 件

開示 14件
一部開示 0件
不開示 2件
消去 1件

④「個人情報　再検討の求め」の審議状況
　16年度に受け付けた個人情報に関する再検討の
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求めはなかった。

広　報

Ⅰ．経営広報

1．会長会見とマスコミ対応

　会長定例記者会見をはじめ，臨時の記者会見，
ブリーフィング，個別の取材対応などを通じて，
NHKの経営情報をさまざまな形で発信した。
　会長定例記者会見は原則月 1回。会長と副会長，
テーマに応じて関係役員が出席して，NHKや放
送を取り巻く状況などについて説明した。
　定例以外では，新経営委員長選出（ 6月），新
会長選出（12月）・就任（17年 1 月）に伴なう記
者会見を開催したほか，スーパーハイビジョン
（ 4 K・8 K）試験放送開始（ 8月），現在地での
放送センター建替基本計画（ 8月），会長の諮問
機関「受信料制度等検討委員会」（ 2月）などを
広報し取材の対応をした。
　防災・減災報道については， 4月の熊本地震の
際には放送やインターネットを通じて「命と暮ら
しを守る」報道に全力を挙げて，ライフライン放
送や放送設備の維持にあたるNHKの全局を挙げ
た継続的な取り組みを伝えた。総合テレビの地震
関連ニュースは断続的にインターネットで同時配
信し，さらには海外からの要望に応じて，国内限
定の措置を外して，海外でも視聴できるようにし
たことなどの活動を広報した。
　国際的なスポーツイベントでは，リオデジャネ
イロオリンピック・パラリンピックの開会式・閉会
式のほか，競泳や陸上などの一部の競技の 8 K生
中継はもとより，現地からの競技映像をそのまま提
供する「ライブストリーミング」の配信などインタ
ーネットのサービスを拡充した取り組みをPRした。
　このほか大相撲，バスケットボール， 3月の選
抜高校野球で 4 Kや 8 Kでの生中継ならびにスー
パーハイビジョン普及のためのパブリックビュー
イングを実施することを広報した。
　受信料に関しては， 3か年経営計画で掲げた17
年度末「支払率80%」，衛星契約割合は 1年前倒
しで「50%」達成に向けて堅調に推移しているこ
と，さらには 7月末には受信契約数が4,000万件
を超えたことを伝えた。17年 2 月には常時同時配
信が実現した際の負担の在り方や，受信料体系の
在り方など，受信料制度とその運用の在り方につ
いて検討をする「受信料制度等検討委員会」が会

長の諮問機関として設置されたことを発表した。
◇会長定例記者会見の主な内容
4 月　新年度のスタートにあたって

IEEEマイルストーンの認定
技研公開2016
渋谷DEどーも2016

5 月　熊本地震への対応
15年度決算（速報）・営業業績（確定）
4 K・8 K試験放送開始に向けた設備整備の
取り組み

6月　16年度第 1期末の営業業績（見込み）
「技研公開2016」を終えて

7月　リオデジャネイロパラリンピック放送計画
参議院選挙の開票速報
スーパーハイビジョンの試験放送の計画
4 K映像のインターネット配信
「らじる★らじる」の地域放送サービス拡大
「ABUアジア・太平洋ロボットコンテスト」
NHKワンダーランド秋葉原2016
第 1 期末営業業績（確定）

9月　  2018年の『大河ドラマ』「西郷どん」制作決定
リオデジャネイロオリンピックの総括とパ
ラリンピックの放送開始
東京オリンピック・パラリンピックに向け
た取り組み
ルーブル美術館との 8 K国際共同制作
Nスポ！2016
『第67回NHK紅白歌合戦』
第43回「日本賞」
第 2期末営業業績（確定）

10月　  インターネット同時配信実験試験的提供B
と見逃し配信実験
「TOKYOどこでも競技場＠渋谷」が2020
年東京の公認プログラム第一弾に決定
NHK杯国際フィギュアスケートの放送
NHKがエミー賞の技術部門賞を受賞

11月　16年度上半期営業業績と中間決算
NHK歳末・海外たすけあい
高専ロボコンのライブ配信

12月　この 1年を振り返って
『第67回NHK紅白歌合戦』 8 Kパブリッ
クビューイング

1月　 3年間を振り返って
第 4期末営業業績（確定）

2月　受信料制度を検討するための委員会の設置
NHK文研フォーラム2017
ふるさとの食にっぽんの食全国フェスティ
バル
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3 月　第68回日本放送協会放送文化賞
インターネット同時配信実験試験的提供B
・見逃し配信実験の実施結果
センバツ高校野球の 8 Kスーパーハイビジ
ョン生中継
第 5期末営業業績（確定）

◇その他の主な記者会見など
・石原進・新経営委員長就任会見（6.28）
・放送センター建替基本計画決定（8.30）
・ 放送センター建替工事に関する技術審査委員会
の設置（11.22）
・新会長決定の会見（12.6）
・懲戒処分の発表（1.20）
・上田良一・新会長就任会見（1.25）
・ 「STAP細胞」BPO人権委員会の決定をうけて
（2.10）
・NHK受信料制度等検討委員会（2.27）

2．国際広報

　会長会見，放送総局長会見，個別の取材対応，
国際イベントなどを通じて，NHKの国際放送や
海外展開の取り組みなどを国内外に発信した。
　 3か年経営計画（2015-2017年度）の柱の一つ
として位置づけられている「国際発信の強化」に
ついては，「NHKワールドTV」や「ラジオ日本」
の番組内容，取り組みを定例会見などで詳しく紹
介。新年度改定で新たに始まった，英語俳句を紹
介する番組や大相撲のダイジェスト番組など，海
外の人たちからも関心の高いテーマの番組をPR
したほか，東京や京都以外の観光地を訪れる外国
人が増える中，南関東や九州といった国内各地域
の観光情報などを世界に発信する取り組みを随時
報道発表した。インターネット分野では，世界的
に和食への関心が高まっていることを受けて， 6
月，国際放送のホームページの中に日本の食を紹
介するサイトを立ち上げたことを広報した。
　また，海外展開事業についても内外に積極的に
発信した。11月の会長会見で，Eテレの幼児番組
『いないいないばあっ！』のベトナムの教育チャ
ンネルとの共同制作や，現地で幼児コンテンツの
開発や定着を進めていく方針を紹介した。
　海外でも積極的に広報対応を実施した。 8月，
NHKが加盟しているABU（アジア太平洋放送連
合）関連のイベントの 1 つ，「ABUロボコン
2016」がタイの首都バンコクで開催され，国際広
報の職員を現地に派遣。競技の様子や結果をまと
めた報道資料を内外メディアにリリースした。ま
た，10月にインドネシアのバリ島で開催された

ABUの年次総会では，海外メディアによるNHK
関係者へのインタビューの調整など現地で対応に
あたった。
　広報資材としては，NHKの紹介冊子の英語版
「NHK CORPORATE PROFILE 2016-2017」と
PRビデオ「NHK　2016」の英語，中国語，韓国
語の 3か国語版を制作した。
◇16年度の主な報道発表（日本語・英語）
・ 「国際エミー賞」子どもアニメーション部門で
『山賊の娘ローニャ』が最優秀賞受賞（4.6）
・NHKワールドTV　VODサービスを拡充（4.7）
・ 「ハイビジョン」と「緊急警報放送」がIEEEマ
イルストーンに認定（4.13）（英語のみ）

・ 8 Kコンテンツ・制作機材をNAB Show 2016
でアピール（4.15）（英語のみ）

・ 「技研公開2016」の開催について（4.15）（英語
のみ）

・ NHKワールドTV　伊勢志摩地域の関連番組を
集中編成（4.20）

・ NHKワールドTV 英語俳句紹介の新番組（5.18）
・ NHKワールド「日本の食」ウェブサイトを開
設（6.2）

・ NHKワールドTV　大相撲の英語ダイジェスト
番組放送開始（6.22）

・ 「ABUロボコン2016」タイ・バンコクで 8月に
開催へ（7.7）

・ リオデジャネイロパラリンピック放送概要につ
いて（7.7）（英語のみ）

・ リオデジャネイロオリンピック　 8 Kパブリッ
クビューイングについて（7.7）（英語のみ）

・ NHKワールドTV　ドキュメンタリードラマ
「My Small Steps from Hiroshima」について
（7.20）

・ 「ABUロボコン2016」タイ・バンコク　マレー
シア代表が初優勝（8.21）

・ ルーブル美術館との 8 K国際共同制作について
（9.8）（英語のみ）

・ 熊本地震から半年　熊本・九州関連のニュース
・番組を集中編成（9.21）
・ 4 K・8 Kスーパーハイビジョンケーブルテレビ
用小型受信装置を開発（10.3）（英語のみ）

・ NHKがエミー賞の技術部門賞を受賞！（10.7）
（英語のみ）
・ 第43回「日本賞」グランプリ決定（11.2）（英
語のみ）

・ 『いないいないばあっ！』ベトナムで放送へ
（11.9）

・ 高専ロボコンのライブ配信拡大について（11.9）
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・ NHKワールドTV　南関東 3県の魅力を世界に
発信（1.18）
・上田新会長就任について（1.26）（英語のみ）
・ NHKワールドTV　新年度番組改定について
（1.25）
・ 「つくって守ろう－みんなで集めた防災アイデ
ア－」公開（3.8）
・ NHKワールドTVラジオ日本新番組『BOSAI』
～日本の防災ノウハウを17言語で世界に発信～
（3.22）

3．技術広報

　NHKは豊かな放送文化の創造に向け，新たな
放送技術の研究や開発，実用化，普及において先
導的な役割を果たしている。NHKの放送技術分
野での取り組みや成果について，積極的に情報発
信した。
　総務省が示した 4 K・8 K推進のためのロードマ
ップ第二次中間報告を踏まえ，NHKは 8 月 1 日
に 4 K・8 K試験放送「NHKスーパーハイビジョ
ン」を開始した。 8 Kスーパーハイビジョンをは
じめとした新たなサービスの研究・開発の動向な
どを中心に積極的なPRを展開した。
（1）スーパーハイビジョンのPR
　会長定例記者会見や広報番組などで，スーパー
ハイビジョンに関する取り組みを紹介したほか，
マスコミを対象とした設備の見学会や 8 Kの最新
コンテンツの試写会を開催するなど認知の向上に
努めた。
（2）放送技術の研究・開発の広報
　NHKが担っている放送技術の研究・開発にお
ける先導的な役割について，機会を捉えて国内外
に広くPRした。最新の研究成果を広く一般に公
開する「技研公開」と，全国の放送現場のアイデ
アから生まれた技術を紹介する「番組技術展」に
ついては，会長定例記者会見で見どころを紹介し
たほか，プレスツアーを実施してマスコミを通じ
た広報を行った。
（3）イベントを通じた技術広報
　「リオデジャネイロオリンピック」「NHK紅白
歌合戦」「大相撲」「センバツ高校野球」などの全
国各地で実施した 8 Kパブリックビューイングや
「リオデジャネイロ五輪　未来科学館」「NAB2016」
「IBC2016」「CEATEC JAPAN2016」などの国内
外のイベントでの 8 Kの機器やコンテンツの展示
について広報し，来場者の拡大を図った。スーパ
ーハイビジョンの魅力を実際に体感してもらうこ
とでNHKの最新技術に対する理解増進を図った。

（4）印刷物やホームページでの広報
　番組制作，緊急報道，番組送出，送信・受信技
術，研究開発などにおけるNHKの技術の取り組
みを紹介する冊子「NHKの放送技術2017」を発
行した。 8月に試験放送を開始したNHKスーパ
ーハイビジョンに関するページでは， 8 Kの最新
研究・開発や設備整備のほか， 4 K・8 Kコンテン
ツ制作に関する取り組みについても刷新，充実し
た。
（5）主な報道発表
・ 世界の放送技術をリードした“ハイビジョン”
と“緊急警報放送”が「IEEEマイルストー
ン」に認定（4.7）

・ 「技研公開2016」の開催について～進化が続く
放送技術を体感（4.7）

・ スーパーハイビジョン試験放送 8月 1日開始～　
さらに進化した 8 Kコンテンツ・制作機材を
NAB SHOW 2016でアピール（4.7）

・ 4 K・8 K試験放送開始に向けた設備整備の取り
組み（5.12）

・ 8 Kスーパーハイビジョンの10Gbps級光インタ
ーネット回線多チャンネル伝送実験に成功
（5.24）

・ 4 K・8 Kスーパーハイビジョンのケーブルテレ
ビ再放送実現に向けて～伝送方式の共同評価を
開始（5.24）

・ 8 KスーパーハイビジョンFPUを開発～ 8 Kの
無線中継を実現（5.24）

・ 8 Kスーパーハイビジョンアーカイブ用ホログ
ラムメモリードライブを開発（5.24）

・ フレキシブルディスプレイ用有機ELデバイス　　
酸化に強く・長寿命・省電力のOLED開発に成
功（5.24）

・ リオデジャネイロオリンピック 8 Kパブリック
ビューイングと全国のNHKでの受信公開を実
施（7.7）

・ ルーブル美術館との 8 K国際共同制作について
（9.8）

・ 4 K・8 Kスーパーハイビジョン　ケーブルテレ
ビ用小型受信装置を開発（9.29）

・ NHKがエミー賞の技術部門賞を受賞！～放送
技術への貢献を高く評価（10.6）

・スーパーハイビジョンの海外での評価（11.9）
・ 『第67回NHK紅白歌合戦』 8 Kでのライブパブ
リックビューイングと受信公開を実施（12.1）

・ 「第71回技研公開」の日程を決定～「2020年へ、
その先へ、広がる放送技術」をテーマに 5月開
催（1.30）



第
2
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
概
況

第２部　NHKの概況｜第３章　視聴者  ｜広　報

205 NHK年鑑’17

・ 第46回番組技術展～放送現場のアイデアから生
まれる技術を紹介（2.2）
・ 気象情報の手話CGを自動生成するシステムを
開発～関東 7都県の手話CG気象情報の検証サ
イトを開設（2.20）

Ⅱ．番組広報

1．放送総局長記者会見と番組取材会

　原則月 1回，放送総局長の定例記者会見を開い
てNHKの番組を広報した。番組の解説やPR映像
の上映などを交え，見どころや魅力を紹介した。
番組改定や夏の特集，年末年始特集については冊
子を発行し，総局長会見などで詳細を紹介した。
併せて，テレビ情報誌などにも同様の内容を丁寧
に説明した。
　『大河ドラマ』『連続テレビ小説』などのドラ
マ番組，『NHKスペシャル』といった大型特集番
組などでは，番組の完成に合わせて出演者やプロ
デューサーが出席する試写会を積極的に実施し
た。『NHK紅白歌合戦』をはじめとするエンター
テインメント番組や子ども向け番組を含む各波の
注目番組では，出演者決定などのタイミングで記
者会見を開いたほか，合同取材や個別取材にも数
多く対応した。
　『大河ドラマ』「真田丸」では，さまざまな媒
体に取材を働きかけて出演者インタビューを多数
設定し，さらに関連イベントとも連動して第 1回
放送前から最終回まで切れ目のない話題作りを続
けて大きな反響を得た。
　『連続テレビ小説』については，前作までの好
調を持続すべく東京と大阪の広報が一体となって
PRを展開し，前期の「とと姉ちゃん」，後期の「べ
っぴんさん」とも視聴者から幅広い支持を得た。
また，地域放送局制作ドラマの広報では各局と連
携し，PRの全国展開を支援した。
　『第67回NHK紅白歌合戦』では， 9月の会長
会見で向こう 4年間の通しテーマ「夢を歌おう」
を発表したほか，出場歌手の発表に際しても記者
会見を開いた。さらに司会者に限らず，「スペシ
ャルゲスト」「曲目」「曲順」の決定時など節目ご
とに報道発表を行い，多彩な広報展開を図った。
多くの媒体に取り上げられ，放送後に至るまで大
きな話題となった。
　「リオデジャネイロオリンピック・パラリンピ
ック」では，放送情報のほか，大会期間中の反響
などを配信し，大会の盛り上げに貢献した。

◇放送総局長定例記者会見の主な内容
4 月　『NHKスペシャル』「天使か悪魔か　羽生

善治　人工知能を探る」「キラーストレス」
『世界はRioをめざす』

5月　ニッポン戦後サブカルチャー史Ⅲ
『スーパープレミアム』「ザ・ビートルズ
フェス」
ボクと、JUDOと、リオの金メダル

6月　リオ五輪放送計画と関連番組
リオ五輪のネット展開
夏の特集番組
戦争と平和を考える番組

7月　防災関連番組
パラリンピック注目の中継とキャスター，
関連番組
『第48回　思い出のメロディー』出演者決定

9月　リオデジャネイロパラリンピック総括
平成28年度後期番組改定
2020東京オリンピック・パラリンピックに
向けて

10月　大相撲の生中継　スーパーハイビジョンで
試験放送
『NHKスペシャル』「“がん治療革命”が
始まった」
アメリカ大統領選挙関連

11月　2019年『大河ドラマ』（第58作）企画　オ
リンピック×宮藤官九郎
年末年始特集番組
『NHKスペシャル』「ドラマ　東京裁判」

12月　紅白ゲスト審査員決定
『NHKスペシャル』「トランプのアメリカ　
世界はどうなる？」
1月のスポーツ中継の見どころ

1月　東日本大震災関連番組
『NHKスペシャル』「又吉直樹　第二作へ
の苦闘」「調査報告　膨らむコスト」

2月　平成29年度番組改定
認知症キャンペーン

3月　熊本地震から 1年
『BS1スペシャル』「ニューヨーク地下鉄
7号線」
『日曜美術館』「ピカソ×北野武」

Ⅲ．広報制作
　視聴者に放送予定や放送番組の魅力，公共放送
ならではのさまざまな取り組みを伝える，スポッ
ト，クラッチ，番組を制作・放送した。（表 8・9）
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　また，ポスター，デジタルサイネージ，交通広
告，新聞広告に加え，ホームページ，ツイッター
といったデジタルコンテンツによる，多様な視聴
者層獲得への取り組みを行った。また，スタジオ
パークの運営やさまざまなイベントへの参加を通
して，番組や公共放送のPRに努めた。

1．広報番組

（1）番組広報
　「番組スポット」（地上波 2波・週およそ 2時
間30分，衛星 2波・週およそ 3時間30分）を中心
に，地上・衛星波で，毎日，番組PRを放送した。
『土曜スタジオパーク』（生放送）は，番組の見
どころや舞台裏などをたっぷりと伝えた。また，
NHKの最新情報を毎週発信した。
　16年度は 3回（渋谷ふれあいホール・兵庫県神
戸市・静岡県浜松市）公開生放送を行い，地域サ
ービスにも努めた。そのほかスタジオパークにさ
まざまなゲストを招く『スタジオパークからこん
にちは』，BSの番組を中心にPRする『BSコンシ
ェルジュ』を含め，多角的に広報番組を放送した。
さらに，最新の番組制作情報，経営情報や番組の
舞台裏などを紹介する『プレマップ』も随時放送
した。
（2）経営広報
　日曜日の午前中に放送している『どーも、NHK』
では，おすすめ番組の情報や地域放送局の取り組
みとともに最新の経営情報を伝えた。16年度は 9
回の放送に会長や理事が出演し，防災・減災報道，
リオデジャネイロオリンピック・パラリンピック
の放送計画，スーパーハイビジョン（ 4 K・8 K）
やNHKの予算と事業計画など経営の重点事項へ
の取り組みについて直接視聴者に語りかけた。ま
た，番組の企画として，インターネットサービス，
2020年東京オリンピック・パラリンピックや国際
放送への取り組みについても詳しく伝えた。
　そのほか，公共放送NHKの役割を広く知って
もらうため，各部局や地域放送局の取り組みを紹
介するミニ番組『ここに、公共放送』を制作・放
送。民放と連携して放送の公共的役割をアピール
する「NHK‒AC共同キャンペーン」では，「いじ
め」をテーマにミニ番組を制作・放送。受信料制
度への理解促進を目的に15年度から始まった『受
信寮の人々』は第十話でシリーズを終了して 2年
にわたって受信料制度の認知向上に貢献した。新
たな受信料広報キャンペーンを開始し， 3月「フ
レッシャーズ・キャンペーン」では，引っ越し時
期に 1人暮らしを始める新入学生などへの受信契

約を促進するために若手タレントの岡田結実を起
用。家族割引を歌とダンスで紹介する「半額のう
た」スポットを放送やネット動画などで展開し
て，受信料家族割引制度について訴求した。その
ほか，テレビ放送をネットで同時再送信する実験
への参加呼びかけスポットや「NHKオンデマン
ド」，ニュース映像投稿システム「NHKスクープ
BOX」の利用を呼びかけるスポットなどを制作
した。
　また，17年度のNHK予算と事業計画について
の衆議院・参議院の総務委員会の審議のもようを
ノーカットですべて放送した。
（3）そのほかの番組
　リオオリンピック・パラリンピックでは，注目
競技の選手が出演するスポットなどを総合テレビ
とBSで制作・放送。テーマソングを歌う歌手の
安室奈美恵を起用したミニ番組も制作してPRを
展開。動画サイトやCATVでも配信を行って
NHKの五輪放送への積極的な関わりを印象づけ
た。 8月 1 日に試験放送を開始した「NHKスー
パーハイビジョン」の効果的なPRを行うため，
人気俳優のディーン・フジオカを起用。スポット
やミニ番組に加えて，ポスターやリーフレットに
も登場して，多角的なPRを展開した。11月から
3月まで相撲ファンにもなじみあるデーモン閣下
が 8 K中継の魅力を語る「 8 K大相撲」スポット
を制作して各局編成でも放送した。10月，特番『東
京2020　12時間スペシャル』のスポットなどを実
施本部と連携して制作。また，BS 1 で新たに始
まったバスケットボール「Bリーグ中継」のスポ
ットやウインタースポーツのキャンペーン「いく
ぜ！冬。」を展開してBSのスポーツ中継放送を
PRした。12月，短い映像作品をプロアマを問わ
ず広く募集して紹介する特集番組『グランプリ決
定！第14回NHKミニミニ映像大賞』を放送。エ
ントリー作品を動画サイトで紹介してネット投票
の結果を番組で紹介するなどネット連動を意識し
た番組づくりを行った。NHK歳末・海外たすけ
あいと連動した『あなたのやさしさを2016』は，
タレントの中田あすみらが国内・海外で支援の必
要な現場をリポートし，日本科学未来館から来場
者や視聴者に協力を呼び掛ける中継放送を行なっ
た。 3月，地上波，衛星波，ラジオ放送の新年度
改定をオンエアなどでPRを行い，「BS春のキャ
ンペーン」スポットなどを制作して放送した。
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表8　広報番組一覧（2016年度）
番組名 放送時間 内　容 備考

地
　
　
　
　
　
　
　
　
上

どーも、NHK

〔新〕

総合　（日）
前11:20～11:54

『どーも、NHK』は16年度から34分の生放送番組
としてリニューアルスタートした。NHKの「見た
い」番組＆「知りたい」情報を日曜日の午前中，総
合テレビの生放送で伝えた。 1週間のおすすめ番組
やNHKの経営情報，そして地域放送局の取り組み
などをきめ細かく紹介し，視聴者への「窓」として
の役割を担った。キャスターは塚原愛アナ。週替わ
りで，篠山輝信，豊田エリー，ハリー杉山，鈴木あ
きえが担当した。

番組情報のコー
ナー「週刊どー
もナビ」はNSC
に委託。そのほ
かは，本体制作。
（40本）

土曜スタジオパーク

〔継続〕

総合　（土）
後 1:50～ 2:50
（生放送）

放送中の番組や近日放送予定の番組から出演者らを
招き，番組の見どころや舞台裏などをたっぷり伝え
る。また，NHKの最新の番組情報を発信した。

本体制作
（35本）

スタジオパークからこんにちは

[継続]

総合　（月～金）
後 1:05～ 1:55
　 2:05～ 2:54
（生放送）

NHKの番組に出演するゲストをスタジオに招き，
番組PRとあわせて出演者の素顔に迫るトーク番組。
データ放送を使ってのクイズも盛り込み，視聴者も
参加して楽しめる生トークバラエティーとして，幅
広い番組と出演者を取り上げた。 2時台の第 2部で
は，全国の放送局が制作した特選番組を紹介した。
司会は伊藤雄彦アナと真下豊アナ。日替わりで竹下
景子，高畑淳子，戸田恵子，清水ミチコが担当した。

NEPに委託
（160本）

BSコンシェルジュ

[継続]

総合　（金）
後12:20～12:43ほか

BS番組の魅力を毎週視聴者に伝える。毎回 1つの
番組からゲストを招き，その内容や見どころをゲス
トの楽しいトークと共に伝えた。地域ドラマの舞台
となった地に出向いての公開収録も行った。

NSCに委託
（49本）

もうすぐ 9時　プレマップ

〔継続〕

総合　（月～金）
後 8:43～ 8:45

夜 8 時台の高視聴率時間帯にその日（または翌日）
放送の番組の見どころを紹介する広報番組。合原明
子アナが明るくさわやかにプレゼンテーション。総
合波の番組を中心にPRし，接触者率の向上を促進
した。

NSCに委託
（213本）

テレビ　大好き

〔継続〕

総合　（日）
前 6:50～ 6:52

日曜日の朝，総合テレビを中心にお勧め番組の見ど
ころをPRするとともに，4K・8K，NHKの番組やキ
ャンペーンを紹介するウエブサイトなどを紹介する
番組。CGデジタルキャラクターと牛田茉友アナと
の楽しいやりとりで，NHKの番組の魅力とデジタ
ル情報について分かりやすく伝えた。

NSCに委託
（36本）

地上波スポット

〔継続〕

総合・Eテレ
随時（15秒・30秒・1分）

番組やイベントを幅広くPRするとともに，経営広
報ではNHKのさまざまな取り組みを伝えて公共放
送への理解を促進した。

本体制作

経営広報スポット

〔継続〕

地上・BS2波
随時（ 5 秒・30秒・
1分ほか）

受信料制度に関するお知らせや「スーパーハイビジ
ョン」など重要なキャンペーンを伝えて，視聴者の
NHKへの理解を促進した。公共放送のさまざまな
取り組みを紹介する「ここに、公共放送」も制作。

NSCに委託

中央放送番組審議会

〔継続〕

総合　原則開催当月
最終日曜
前 6:50～ 6:52

各月の審議の概要を伝えた。
（特集編成等で変更する場合あり） 本体制作

地方放送番組審議会

〔継続〕

総合　原則開催翌月
第 2土曜
前11:23～11:25

各月の審議の概要を伝えた。
（特集編成等で変更する場合あり） 本体制作

国際放送番組審議会

〔継続〕

総合　原則開催当月
最終日曜
前 5:45～ 5:47

各月の審議の概要を伝えた。
（特集編成等で変更する場合あり） 本体制作

衛
星

BSスポット

〔継続〕

BS2波・地上
随時（15秒・30秒・
1分）

BS2波の特性を生かした番組の魅力を，コンパクト
に広報。戦略的な編成で，番組への関心を呼びおこ
した。

NSCに委託

そ
の
他

BS普及推進スポット

〔継続〕

BS2波・地上
随時（30秒・ 1 分ほ
か）

リオオリンピック・パラリンピック・Bリーグ中継
・ウインタースポーツのキャンペーンなどBS普及の
節目にスポットやミニ番組などを広報展開。

NSCに委託
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番組名 放送時間 内　容 備考
政見経歴放送

〔継続〕

総合・ラジオ第 1
随時

第24回参院選，衆院補選（東京）のほか，東京，栃
木，千葉の各知事選の政見経歴放送を実施した。 本体制作

2．広報印刷物や広告などによる取り組み

（1）経営広報関連
①「平成28年度ことしの仕事」（本編 2万部・資
料編 1万部）を作成。番組編成方針のほか各部局
の事業計画を紹介し，全国各局の広報活動で使用

した。
②小学 5年生の社会科で学ぶ「放送局の仕事」の
副読本として，放送の仕組みと公共放送の役割を
解説した冊子「NHKジュニアブック」（48万部）
と「ニュース番組ができるまで」（DVD：5,200枚）
を作成。全国の放送局を通じ，希望する小学校に

表9　特集番組一覧（2016年度）
放 送 日 メディア タ　　イ　　ト　　ル

4月 BSPほか 「NHKスーパーハイビジョン・この夏ス
タート！」スポット

4月 Gほか 春の特集番組PR

4 月 Gほか 「ここに、公共放送～“真田丸”で地域
の魅力を再発見」

5月 Gほか 「スクープBOX」PRスポット（NW9版）
5月 Gほか 「ここに、公共放送～NHKハート展～」
5月 Gほか 冨田勲さん追悼関連番組スポット
5月 Gほか 「受信寮の人々」第 8 話　ワクワク編

6月 Gほか 「ここに、公共放送～NHKは“安心ラジ
オ”～」

6～ 7月 Gほか 「オリンピックもパラリンピックも
NHK」スポットなど

7月 Gほか NHK-AC共同キャンペーン「いじめを考
える」

7月 Gほか 「ここに、公共放送～アーカイブス映像
で社会貢献～」

7月 Gほか リオ五輪「全力応援」スポット
7月 BS1ほか リオ五輪「全競技BS1」スポット

7～ 8月 G・SHV
ほか

「オリンピックもパラリンピックも」ス
ポット（安室奈美恵）

7～ 8月 G・SHV
ほか

スーパーハイビジョン試験放送PR
ミニ番組（ディーン・フジオカ）

8月 Gほか 「ここに、公共放送～巡回ラジオ体操～」

8月 Gほか 「ここに、公共放送～パラリンピックを
全力応援～」

8～ 9月 G・SHV
ほか 「パラリンピックもNHK」スポットなど

8～ 9月 BS1ほか 「パラリンピックもNHK」ミニ番組（安
室奈美恵）

8～ 9月 Gほか ミニミニ映像大賞・作品募集呼びかけミ
ニ番組など

9月 Gほか らじる★らじる配信エリア拡大・PRミニ
番組

9月 BS1ほか Bリーグ中継　スポットなど

9～10月 Gほか 「東京2020　12時間スペシャル」スポット
など

10月 Gほか SHV試験放送番組PR「精霊の守り人 4 K
版」スポット

10月 Gほか 「ここに、公共放送～スーパーハイビジョ
ン全国で公開～」

10月 Gほか 「受信寮の人々」第 9話　大阪編

11月 Gほか 「受信寮の人々」第10話（終了）スポー
ツ編

11月 Gほか 試験的提供B「“ネットでテレビ”実験」
周知スポット

放 送 日 メディア タ　　イ　　ト　　ル

11月 Gほか スーパーハイビジョン「 8 K大相撲」ス
ポット（デーモン閣下）

11月 Gほか 「スクープBOX」PRスポットなど

11月 SHV
ほか

SHV試験放送　 4 Kミニ番組「わんにゃ
んむーびー」

11月 Gほか 「ここに、公共放送～音でつくる世界・
オーディオドラマ～」

11～12月 BS1ほか BS1ウインタースポーツPR「いくぜ！冬。
BS1」スポットなど

11～12月 Gほか NHK歳末・海外たすけあい　PRスポット
など

11～12月 Gほか ミニミニ映像大賞　PRスポット

12月 3 日 G NHK歳末・海外たすけあい「あなたのや
さしさを2016」

12月 4 日 G 「グランプリ決定！第14回NHKミニミニ
映像大賞」

12月 Gほか 「ここに、公共放送～デジタル時代に“ネ
ット報道”～」

12～ 1 月 Gほか 精霊の守り人・新シリーズPRスポットな
ど

12月31日 G スタジオパークおおみそかスペシャル

1月 Gほか NHKオンデマンドPR　ミニ番組・スポッ
ト（相楽樹）

1月 Gほか スーパーハイビジョン「 8 K大相撲」ス
ポット・初場所

1月 Gほか 「ここに、公共放送～日本と世界をつな
ぐラジオ日本～」

2月 Gほか 「ここに、公共放送～“手話CG”で広が
る放送～」

3月 Gほか 受信料関連　家族割引「半額のうた」ス
ポット（岡田結実）

3月 Gほか 受信料関連　家族割引のおしらせ（単身
赴任）スポット

3月 Gほか スーパーハイビジョン「 8 K大相撲」ス
ポット・春場所

3月 Gほか 特集ドラマ「絆」PRスポット

3月 Gほか 「ここに、公共放送～ 8 Kの映像を防災
に生かす～」

3～ 4月 Gほか らじる★らじるとラジオ新年度番組　PR
ミニ番組など

3～ 4月 Gほか 受信料関連　衛星受信確認のおしらせス
ポット

3～ 4月 Gほか 春の番組改定プロモーション　スポット
など

3～ 4月 G・BSP
ほか

BS春の番組改定プロモーション　スポッ
トなど
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配布した。また，聴覚障害者向けに字幕版DVD
を合わせて作成し，全国のろう学校等に配布した。
DVDの動画はNHKオンラインにも掲載。「小学
生新聞」や小学校向け冊子などでEテレのお勧め
番組を紹介する企画広告も掲載した。さらに『い
じめをノックアウトスペシャル』や，語学番組，
クラシック音楽番組など，公共放送ならではの番
組を紹介するための企画広告を実施した。
③16年度番組改定の「放送番組時刻表」を各拠点
局別に作成し，各放送局の視聴者対応に活用され
た。併せて視覚障害者向けに「点字番組時刻表」
「音声CD版　番組時刻表」も作成し全国の盲学
校・点字図書館など社会福祉施設に配布した。ま
た，音声版時刻表はNHKオンラインからのダウ
ンロードサービスを行うとともに，視覚障害者向
けのラジオ番組で点字時刻表の配布周知を行っ
た。広報局から全国希望者への直接発送も継続し，
各局の負担軽減を図った。
（2）番組広報関連
①『大河ドラマ』や『連続テレビ小説』のポスタ
ー，リーフレット，メイキングDVD等を作成・
配布し，全国の視聴者イベントや営業活動現場で
活用した。「べっぴんさん」では山陽電鉄や神戸
市内バスなどでラッピングを実施した。「真田丸」
「あさが来た」では，相互協力で上田電鉄やJR
大阪環状線などご当地を走るラッピングトレイン
を実施した。
②広報イベント・展示
　 5月，二子玉川の大型商業施設においてリニュ
ーアルした「おかあさんといっしょ」と「NHK
ワールド」の新コンテンツをPRするイベントを
開催。家族連れを中心に数万人の来場者でにぎわ
った。
　 8月 1日からスーパーハイビジョン試験放送が
スタート。スポットやパンフレット等を作成し周
知した。ナビゲーターはディーン・フジオカ。
　SHV試験放送受信公開をPRすべく，各拠点局
所在都市にてPRイベントを 7月に実施した。
　『大河ドラマ』『連続テレビ小説』などの番組
PRを中心に，全国のイベント会場，会館公開な
どでブース出展や展示イベントを行った。また，
15年度から「国際放送NHK WORLD」の国内向
けPRにも取り組み，全国80か所以上で展開した。
展開に際しては，編成局，制作局，メディア企画
室などとも連携して，各番組PRだけでなく，ハ
イブリッドキャストや 8 Kスーパーハイビジョン
などの経営広報に関する課題も盛り込んだ。
③『大河ドラマ』『連続テレビ小説』の舞台地局

支援
　「早期の番組PRによって地元のNHKの存在感
を高めたい」というニーズに応えてさまざまな広
報施策に取り組み，長野局，和歌山局，前橋局，
神戸局，水戸局などと連携しながら広報活動に取
り組んだ。
（3）新たな広報活動への取り組み
　15年冬に続き，若者層へのアプローチとして，
東京ビッグサイトで開催された「コミックマーケ
ット」に関係部局・団体などと連携してNHKブ
ースを出展。放送中のアニメ番組に特化した出展
はさまざまなメディアで取り上げられ，パブリシ
ティ効果もあり，NHKへの接触率の低い若年層
にも好感を得られた。（会期：12.29～31，来場者数：
55万人）
（4）リオオリンピック・パラリンピックの広報

展開
　リオデジャネイロオリンピック（ 8月開催）・
パラリンピック（ 9月開催）のPRをウェブバナ
ー広告を中心に実施した。また，併せて始まった
スーパーハイビジョン（ 4 K・8 K）試験放送によ
る中継映像のパブリックビューイングを，放送セ
ンターや各拠点局で実施した。
（5）番組改定のプロモーション展開ほか
　17年度番組改定プロモーションはテレビ各波ご
とにコピーやキャラクターを決めて展開した。総
合テレビでは重点番組の出演者を時系列に並べる
などのビジュアルを作成，Eテレでは多彩な番組
から自分の求めるものを見つけてもらうというコ
ンセプトを訴求するなどした。全国紙や地方紙で
の新聞広告や交通広告のほか，ウェブ媒体なども
活用して大規模な展開を実施した。
（6）フレッシャーズキャンペーン
　キャンペーンのオフエア施策として，新大学生
や新社会人を対象とした特設サイト「キュン活ほ
っとらいん」を開設。ゲーム仕立てによって
NHKの公共放送の役割と受信料制度の理解を促
すサイトは多くのネットメディアが取り上げるな
ど大きな反響を呼んだ。

3．インターネットによる広報

①経営情報ホームページでは，経営企画局や経理
局・営業局などからの各種掲載依頼に対してスピ
ーディーな情報更新に努めた。
②年間を通じて開設している『大河ドラマ』『連続
テレビ小説』の公式ホームページではファンを引
き付ける企画の充実と共に，LINEやInstagram，
TwitterなどSNSとも連携して展開した。
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③広報局制作部で運営するホームページ「NHK_
PRサイト」は，番組やコンテンツをPRするとい
う位置づけをより明確にするため， 8月以降に
「会見記事・動画」，「告知記事・動画」，出演者
や制作者に取材する「オリジナル記事」を三本柱
として据えることにした。このうちオリジナル記
事は選択と集中の観点から，本数を従来の 3分の
2程度に減らしつつ「質の向上」を図った。
　『大河ドラマ』『連続テレビ小説』などの人気
番組，「おかあさんといっしょ」のうたのお兄さ
ん交代など話題性の高い会見や告知を扱うことで
多くの利用者を獲得する一方，「香川照之の昆虫
すごいぜ」では単体のオリジナル記事としては異
例のアクセス数 8万人を記録，他のネットメディ
アでも記事が紹介されたことで拡散がさらに進ん
だ。
　また，他のポータルサイトとの積極的な連携を
進めたほか，秋にはサイト内回遊率の向上を目指
してトップページのデザイン改修を実施。さらに
年末年始の特番記事を充実させたことで，12月に
は過去最高の月間97.5万人が利用（前年同月比 8
割増）した。
④広報局制作部では「NHK広報局ツイッター」
と「NHK公式フェイスブック」の 2つのSNSを
番組等PRのために運用している。
　ツイッターでは，単なる告知ではなく利用者が
楽しめるコンテンツを意識して作り，発信した。
その一環として，ツイッターのフォロワーに人気
の「はに丸ジャーナル」や「LIFE！」のキャラ
クターによるアカウント乗っ取りを“装った”発
信を番組側と一緒に企画して実施し，ネットや
SNS上で大きな評判を呼んだ。また「紅白歌合
戦」などでも番組側と連携した企画ツイートを発
信した。その結果，フォロワー数は15年度から 6
割増の約160万人に達した。
　フェイスブックはテキスト＋静止画による投稿
が主体だったが，16年度は編成局デジタルサービ
ス班と連携して，動画投稿を積極的に展開し，さ
らに番組関連コンテンツのライブ配信実験も複数
回行うなど，SNSの新しい可能性を模索する試み
も行った。フォロワー数は43万人に達した。
　17年 2 月には，ツイッターでの動画投稿実験も，
編成局デジタル班と連携して始めた。また，17年
度の運営開始を目指して，新規SNSサービス（イ
ンスタグラム）開設の準備も開始した。

営　業

営業の活動全般

（1）営業拠点
　受信契約の徹底と受信料の確実な収納を図るた
め，各地域放送局内の営業部のほかに，大都市圏
地域を中心に18の営業センターを置いている。全
国合わせて64の営業部と営業センターを営業活動
の拠点としている。各営業拠点では，地域別や業
務内容別（地域スタッフ対応，事業所対応，お客
様対応など）に業務実施グループを編成し，営業
活動を実施している。
（2）営業活動単位
①営業職員
　地域スタッフの指導や支援活動，ケーブルテレ
ビ・事業所などとの渉外業務や，視聴者からの問
い合わせ対応，地域状況の分析を行う。また，受
信契約の契約・収納業務を行う。
②地域スタッフ
　委託契約に基づき，受信料の契約・収納業務を
行う。
③法人委託
　委託契約に基づき，受信料の契約・収納業務を
行う。電器店や不動産会社等，契約業務のみを行
う場合もある。

Ⅰ．受信契約

1．受信契約者の維持・増加活動

　大都市圏を中心として，単身世帯等の面接困難
世帯の増加や経済状況の低迷等の影響により，営
業活動を取り巻く環境はますます厳しさを増して
いる。
　こうした中で，法人事業者への契約・収納業務
委託を段階的に拡大するなど効率的な営業体制の
構築を図るとともに，未契約・未収者への早期対
応に向け，携帯端末に登録した情報に基づく活動
をはじめ，土日祝の面接好適日や夜間などの好適
時間帯による対策にも積極的に取り組んだ。
　さらに，衛星放送の普及促進に不可欠なケーブ
ルテレビ事業者や電器店などと連携した活動や，
マンション入居者対策として不動産事業者との業
務委託による契約取次活動を展開した。
　そのほか，BSデジタル機器に同梱される「フ
ァーストステップガイド」への衛星契約書の封入
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や，CASメッセージ機能やダイレクトメールを
活用した契約勧奨，「受信料の窓口」（インターネ
ット営業センター）や「NHKフリーダイヤル」
による受信契約・住所変更の受け付けを行った。
　16年度の契約総数（有料無料計）は，年間で57
万件増加し，年度末における契約総数は4,315万
件（有料無料計）となった。

2．事業所などの受信契約

　家庭に設置されたテレビなど受信機の受信契約
は，受信機の台数にかかわらず 1世帯 1契約とし
ているが，会社・官公庁・ホテル・旅館・病院な
どいわゆる事業所の場合は，テレビの設置場所ご
とに受信契約が必要となっている（放送受信規約
第 2条）。
　16年度は，15年度に引き続き，同一敷地内全数
契約を条件とした事業所割引や業界団体への業務
委託を活用するなど，公平負担の徹底に向けたき
め細かい活動を全国的に展開した。
　その結果，年間で14万件の受信契約件数の増加
となり，年度末の事業所契約件数は321万件とな
った。

3．営業システム

　受信料の請求，収納など営業活動の支援は，営
業システム「EGGS」を活用して行っている。よ
り効率的・効果的な訪問活動を目指し，最新技術
を導入した新しい携帯端末システムを開発し，15
年10月より全国運用を開始した。
　ショッピングや各種手続きなどのインターネッ
ト利用者数の継続的な増加や，スマートフォンの
急速な普及などの社会状況に合わせ，インターネ
ットによる受信料関係届け出窓口のユーザビリテ
ィー改善に努めた。また，支払率向上へ向けて，
インターネット口座振替利用金融機関の拡大と，
認知度向上に取り組んだ。
　システム被災時に備え，業務継続に向けたバッ
クアップ機能の整備を進めた。セキュリティー対
策では，ネットワーク環境再構築も含めたセキュ
リティー強化対策を継続して実施した。また，よ
り効率的な営業体制の構築に向けて，営業拠点集
約に確実に対応した。

Ⅱ．受信料の収納

1．口座振替など間接収納の促進

　受信料の収納は，口座振替・クレジットカード

継続払・継続振込によって行っている。
　近年，単身世帯や共働き世帯の増加，オートロ
ックマンションの普及などにより面接困難世帯の
割合が高くなり，営業活動の困難度も増している。
　こうした中で，収納の安定化や効率的業務推進
のため，これまで口座振替の拡大を進めてきたが，
06年 6 月からは「クレジットカード継続払」の支
払いを開始し，16年度末の利用件数は551万件と
なった。
　振込用紙発送時や新規の受信契約を取り次ぐと
きに，口座振替・クレジットカード継続払の利用
推奨を積極的に行っているほか，ダイレクトメー
ルによる勧奨も実施している。
　16年度末の口座振替・クレジットカード継続払
による受信料支払い件数は3,211万件で，これら
の利用割合は79.7％となった。

2．受信料の収納体制

①口座振替は，都市銀行，地方銀行，第二地方銀
行，信用金庫，信用組合，労働金庫，農協，漁協，
ゆうちょ銀行，ネット銀行の一部が利用可能とな
っている。
②クレジットカード継続払は，16年度末時点で19
ブランドのカードが利用可能となっている。
③継続振込の取り扱い窓口は，都市銀行，地方銀
行，第二地方銀行，信用金庫，農協，コンビニエ
ンスストア，ゆうちょ銀行または郵便局である。
　このほか，ケーブルテレビ事業者による衛星受
信料「団体一括支払」制度により，収納の安定的
かつ効率的な推進に努めた。

3．メッセージ機能の活用

　BSデジタル放送の設置確認を効果的に行い，
受信料の公平負担を徹底するため，BSデジタル
放送のテレビ画面に，BS受信機の設置について
NHKへの連絡を促す設置確認メッセージを表示
している。
　BSデジタル放送の視聴開始30日後から，NHK
のBSデジタル放送にチャンネルを合わせるたび
に，テレビ画面の左下隅に設置確認メッセージが
表示される。
　画面に表示されたいずれかの方法で，B-CAS
（ビーキャス）カード番号，名前や住所などを
NHKに連絡すると，設置確認メッセージ表示の
消去を受け付ける。NHKでは，この情報を基に，
契約状況を確認し，衛星契約が済んでいない方に
は，契約の依頼を行っている。さらに，受信機設
置の連絡後，一定期間を経てもなお衛星契約の届
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けがない場合に契約案内メッセージを表示する運
用を10年12月から開始している。

【受信機設置のご連絡のお願い】
NHKでは，衛星契約済みの方も含め，衛星
放送受信機ごとに，設置のご連絡をお願いし
ております。メッセージの消去方法は，リモ
コンの青ボタンを 5秒以上押すと表示されま
す。
電話の場合は0120-933-933

　また，BSデジタル受信機にこん包されている
「BSデジタル機器設置連絡票」を，受信機購入後
速やかに投かんすれば，あらかじめ設置確認メッ
セージが表示されないようにすることもできる。
※B-CASカード
　BSデジタル受信機には，ICチップのついた
B-CASカードが必ず添付されている。

　著作権を保護するコピー制御の仕組みがあるた
め，デジタル放送を視聴するためには，このカー
ドを受信機の所定の場所に差し込む必要がある。
このカードの機能により，メッセージの表示のほ
かに，WOWOWなどのスクランブル放送や，高
度な双方向サービスといったBSデジタル放送の
魅力的なサービスを，十分に楽しむことができる
ようになっている。

Ⅲ．視聴者との回路作り

1 ．視聴者との結び付き強化

（1）受信料の支払率向上に向けた視聴者対応
　公開番組や各種イベントなど，家族連れや若者
が多い場に出向き，受信料制度や公共放送の役割
などを伝える理解促進活動を積極的に展開した。
①理解促進ツールの拡充
　公共放送・受信料制度に対する理解促進につい
ては，リーフレット以外にもインターネットホー
ムページを積極的に活用し，支持層の拡大を図っ
た。また，公開番組の収録時において，開演前の
あいさつを兼ねた受信料制度の説明や理解促進活
動を行った。
②地域スタッフへの情報提供と研修
　地域スタッフが視聴者を訪問する際に，ニーズ
に応じた番組の案内ができるように，毎週の番組
情報を定期的に提供するとともに，新番組の上映
会や番組制作担当者による番組説明会を開催し

た。さらに，視聴者との対応スキル向上，視聴者
の立場に立った営業活動の在り方，番組情報など
を内容とする研修ビデオを制作した。
（2）放送番組などを活用した視聴者対応
　全国各地の放送局において，放送番組やイベン
トを通じて視聴者と積極的な交流を図り，公共放
送の理解促進に努めた。
①公開番組・イベントと連動した営業活動
　各地の視聴者との交流を図るため，公開番組や
各種イベントと連動した営業活動を実施する「エ
リアターゲット」を全国で展開したほか，地域向
け放送などを通じ，地域放送局が主体となって幅
広い理解促進活動を実施した。
②デジタル放送の普及促進活動の展開
　地上・BSデジタル放送に関する情報を番組や
ホームページで周知するほか，「NHK・番組体感
ランド」などのイベントを通じて地上・BSデジ
タル放送の一体的な普及促進を図った。

2 ．視聴者の意向吸収と業務への反映

（1）視聴者意向の吸収
　職員や地域スタッフ，委託法人などによる訪問
活動や電話対応など日常の営業活動の中で，視聴
者意向の吸収に努めた。
（2）視聴者意向の業務への反映
　番組に対する視聴者の反響や意見については，
番組制作や編成業務の参考資料として活用してい
る。

3 ．NHKふれあいセンター（受信料関係）

　東京・大阪・福岡・仙台の 4 つ のふれあいセ
ンター（営業）で，視聴者からの電話による「放
送受信契約の申し出」「受信料関係の問い合わせ」
の受付業務を実施した。毎年多くの転居連絡を受
ける 4月の引っ越しシーズンには手厚い対応体制
を整えた。一方で，口座振替の利用勧奨や継続振
込等の入金依頼など，受信契約者へのアウトバウ
ンド業務も積極的に展開した。
　また，東京のふれあいセンター（営業）では，イ
ンターネットによる受信契約や住所変更，受信料
の支払方法変更などの申し出に対応する「インタ
ーネット営業センター」業務を行ったほか，BS
デジタル放送の「メッセージ消去」については，
メッセージ消去の受け付けと同時に衛星契約の届
け出を受理する取り組みの充実を図った。


